
序
文

中
國
で
は

�代
、
多
く
の
地
理
書
―
總
志
（

�國
性

�域
志
）・
方
志

（
行
政

�域
を
單
位
と
す
る
地
方
志
）
―
が
作

�さ
れ
、
こ
の
部
門
が
占
め

る
書

�の
分
量
は
、
集
部
の
文
集
と
竝
ぶ
雙
璧
で
あ
る
。
し
か
も
中
國

の
地
理
書
は
、
い
わ
ば
各
地
の
個
性
を
形

�す
る
人
・
地
・
事
・
物
の

四

�を
含
む
、
百
科

�書

�な
も
の
が
多
い
。
行
政
（
治
政
）
に

	眼

を
置
く
實
用

�な
地
理
書
の
ほ
か
に
、
人
物
を
記
載
し
、
文
學
作
品

（
詩
文
）
を
引
用
・
集


す
る
、
い
わ
ば
地
域
の
總
合

�な
文

�誌
（
總

合
文

�志

�地
域
敍

�）、
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
地
理
書
が
出
現
し
て

い
る
（
１
）。

本
稿
で
は
、

	と
し
て
大

が
現
存
す
る

�代
の

�名
な
地
理
總
志

を
用
い
て
、
い
わ
ゆ
る
詩
跡
（

�代
の
詩
人
た
ち
に
詠
み
つ
が
れ
て

�名

に
な
り
、
詩
歌
の
新
し
い
創

�に
點
火
し
て
表
現
の
核
と
な
り
う
る
力
を
た
た

え
た
地
名
〔
古
典
詩
語
〕
。
詩
歌
と
の
緊
密
な
一
體
感
［
詩
歌
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
獨
特
の

�想
作
用
―
特
定
の
景
物
・

�趣
・
發
想
・
テ
ー
マ
・
語
彙

な
ど
］
を

�っ
て

�識
・
理
解
さ
れ
る
場

�［
宮
殿
・
高
樓
・
橋
・
亭
・
關

�・

祠
廟
・

�宅
・

�
�・

寺
院
な
ど
を
含
む
］
で
、
單
な
る
名

�古
跡
と
は

�な

る
、
詩
歌
を

	體
と
し
た

�念
（
２
））が
、
ど
の
よ
う
に

�

さ

れ
て
い
る
の

か
、
現
地

�査
（
二
〇
〇
五
年
・
二
〇
〇
六
年
）
に
赴
い
た
南
の
安
徽
省

宣

�市

�・
池
州
市
と
、
北
の
山
東
省
濟
南
市

�を
例
に
し
て
考
察
し

た
い
。
そ
の
結
果
は
、
今
後
、
個
々
の
詩
跡

�査
に
お
け
る
地
理
總
志

利
用
の
あ
り
方
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
一
章

安
徽
省
宣

�市

�

［
一
］
現
存
す
る
最
古
の
地
理
總
志
は
、

�の
元
和
八
年
（
八
一
三
）

中
國

�代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

�
�と

そ
の
展
開

安
徽
省
宣

�市

�・
池
州
市
、
お
よ
び
山
東
省
濟
南
市

�を

�し
て植

木
久

行



に
�る

李
吉
甫
撰
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
四
十
卷
、
目

�二
卷
で
あ
る
。

（
目

�と
六
卷
分
缺
）
賀

�君
點
校
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
（
中

�書
局
、
中

國
古
代
地
理
總
志
叢
刊
、
一
九
八
三
年
）
卷
二
八
、
江
南

�四
、
宣
州
宣

�縣
の
條
に
は
、
「

�亭
山
は
、
州
の
北
十
二
里
、

	ち
謝




詩
を

賦
す
る
の

�」
と
あ
る
。
本
書
は
、
地
方
の
文

�よ
り
も
治
政
（
行
政
）

の
參
考
に
供
す
る
方
面
に
重
點
を
置
い
て
お
り
、
こ
う
し
た

文
（
詩

文
）
と
の
關

�に
言

�す
る
こ
と
は
多
く
な
く
、
こ
の
記
載
は
貴
重
で

あ
る
。
後
世
、

�亭
山
が
、
宣

�市
�を

代
表
す
る
詩
跡
に
な
る
こ
と

を
暗
示
し
て
い
よ
う
。

［
二
］
北
宋
初
期
の
太

�興
國
年

�（
九
七
六
～
九
八
四
）
ご
ろ
に

�

る （
３
）樂
史
撰
『
太

�寰
宇
記
』
（
二
〇
〇
卷
、
目

�二
卷
、
文

�出
版

�、
宋

代
地
理
書
四
種
之
一
、
一
九
六
二
年
。
大
き
な
缺

�は
卷
一
一
九
の
み
）
卷
一

〇
三

，

江
南
西

�、
宣
州
宣

�縣
、

�亭
山
の
條
に
い
う
、「『
郡
國
志
』

�び
宋
の
『
永
初
山
川
記
』
（
南

�・
劉
澄
之
撰
『
永
初
山
川
古
今
記
』
）

に
云
ふ
、
宛
陵
の
北
に

�亭
山
有
り
。
山
に

�祠
有
り
。

	ち
謝




�を
賽 ま
つ

り
（
お
禮
の
祭
り
を
す
る

（
４
））、
詩
を
賦
す
る
の

�。
其
の

�は
梓

�府
君
と
云
ふ
。
頗
る
靈
驗
有
り
、
と
」。「
賦
詩
之

�」
の
語
は
、

�

�の
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
の
記

�を
踏
襲
す
る
。

『
太

�寰
宇
記
』
は
、
州
ご
と
に
風
俗
・
姓
氏
・
人
物
・
土

�な
ど
、

文

�
�方

面
を
加
味
し
た
項
目
を
新
た
に
加
え
て
、
當
地
の

�貌
を
表

す
「
總
合

�な
地
域
別
百
科
事
典
」

�
�容

を
備
え
た
地
理
書
（
５
）へ
と

變
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
確
か
に
「
土
地
に
對
す
る

�識
が
、

單
な
る
治
政
の
對
象
と
い
う
存
在
か
ら
、
そ
の
土
地
の
持
つ
文

�
�背

景
ま
で
も
含
め
て

�識
し
よ
う
と
い
う
、
文

�
�存

在
へ
と
變

�し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
」
（
松
尾
幸
忠

（
６
））
い
よ
う
。
し
か
し

文
に
關

す
る
部
門
（
門

 ）
は
ま
だ
獨
立
せ
ず
、
各
縣
に
引
く
詩
句
も
多
く
な

い
。
宣

�縣
の
條
も
、
詩
文
に
關
す
る
言

!は
、
こ
れ
の
み
で
あ

る （７
）。

［
三
］
續
い
て
北
宋
中
期
の
元
豐
三
年
（
一
〇
八
〇
）
に

�る
（
８
）王
存
・

曾

"・
李

#芻 す
う

撰
『
元
豐
九
域
志
』
（
十
卷
、
王
文
楚
・
魏
嵩
山
點
校
、
中

�書
局
、
中
國
古
代
地
理
總
志
叢
刊
、
一
九
八
四
年
）
卷
六

，

江
南
東
路
、

宣
州
宣

�縣
の
條
に
は
、
昭
亭
山
（
＝

�亭
山
）
や
句
溪
水
な
ど
の

$

名
な
山
川
を
記
す
が
、
そ
れ
を
詠
ん
だ

文
（
詩
文
）
に
は
言

�し
な

い
。
北
宋
の
紹

%四
年
（
一
〇
九
七
）、

&裳
の
上
表
に
基
づ
い
て
、

『
元
豐
九
域
志
』
の

'略
な
記
載
を

(補
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
た

に
「
古
蹟
」
の
部
門
を
加
え
た
『
新
定
九
域
志
（
９
）』
卷
六
、
宣
州
、
古

蹟
の
條
に
も
、
詩
跡
と
呼
ぶ
べ
き
昭
亭
山
や
謝
公
亭
な
ど
を
書
き
記
す

が
、

文

�な
言

�は
な
く
、
そ
の
由
來
や
場

�に
つ
い
て
の

'略
な

)明
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
古
蹟
は
詩
跡
と
重
な
る
こ
と
も
多
い

た
め
、
そ
の
解

)は
北
宋
期
の
古
い
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

中
國
詩
文
論
叢

第
二
十
六
集
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『
元
豐
九
域
志
』
は
、
行
政

�名
、
地
里
（
四
至
八
到
）・
疆
域
・

�

數
・
貢
物
な
ど
を
書
き
こ
ん
だ
、
い
わ
ば
各
地
の
行
政
地
理

�況
を
知

る

�明
な
手
冊
（
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）
―
行
政
便
覽
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
當
時
、
各
地
の

�史

�文

�
�
	容

（
人
物
・
古
跡
・


文
な
ど
）

へ
の
言

�は
、
ま
だ
地
理
總
志
の
必
須
項
目
で
あ
る
、
と
は

�識
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

［
四
］
北
宋
末
の
政
和
年

（
一
一
一
一
～
一
七
）
に

�る
歐
陽

�

び
ん

撰

『
輿
地
廣
記
』
（
三
八
卷
、
李

�先
・
王
小
紅
校

�、
四
川
大
學
出
版

�、
宋

元
地
理
志
叢
刊
、
二
〇
〇
三
年
）
卷
二
四

，
江
南
東
路
、
宣
州
宣

�縣
の

條
に
も
、
た
だ
「

�亭
山
有
り
」
と
の
み
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
輿
地
廣

記
』
が

�代
の
地
理
沿
革
（
境
域
の
變

�）
と
山
谷
・
河
流
、
州
縣
の

治

�の
變

�な
ど
の
記

�を

�體
と
し
、


文
（
詩
文
）

�
�點

が
な

い
た
め
で
あ
る
。

［
五
］
南
宋
期
、
地
理

�方
面
（
四
至
八
到
、
疆
域
、

�口
）
の
記

�
は
省
略
さ
れ
て
い
く
。
北
中
國
が
金
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
淮
河
以
南

の
地
に

�在
し
た
南
宋
時
代
、
公
式
（
官
修
）
の
總
誌
は
結
局

�纂
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
民

で
は

�目
す
べ
き
二
つ
の
總
志
―
『
輿
地
紀

�』

と
『
方
輿

�覽
』
が

�纂
さ
れ
た
。
學
問
・
文

�の

�
�に

と
も
な
っ

て
、
皇

�の
統
治
の
參
考
に
供
す
る
た
め
で
は
な
い
、
い
わ
ば
名

�古

跡
や
人
物
を
中
心
に
す
え
た
、
詩
文
の
創
作
・
鑑
賞
の
た
め
の
地
理
知

識
を
重

�し
た
、
新
傾
向
の
詳
細
な
地
理
事
典
で
あ
っ
た
。
『
元
和
郡

縣
圖
志
』
や
『
太

 寰
宇
記
』
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
「
詩
」
（
『
方
輿

�覽
』
で
は
「
題
詠
」
）
と
「
四
六
」
の
二
部
門
が
新
た
に
設
け
ら
れ
て

お
り
、
兩
書
が
い
わ
ゆ
る
詞
章
の
學
に

�っ
た
地
理
總
志
で
あ
る
こ
と

を
象

!し
て
い
る
。
な
お
南
宋
期
に

�纂
さ
れ
た
、『
乾

"四
明
圖
經
』

（
張
津
等
）、
『

#郡
志
』
（
范

�大
）、
『
琴
川
志
』
（
孫
應
時
、
鮑

$）、
『
嘉

泰
會
稽
志
』
（
施
宿
等
）、
『

%

せ
ん

&』
（
高
似
孫
）、
『
開
慶
四
明
續
志
』
（

'

應
發
等
）
、
『
景
定
建
康
志
』
（

(應
合
）、
『
咸
淳
臨
安
志
』 （
潛

)友
）、

『
咸
淳

毘 び

陵
志
』
（
史

能
之
）
な
ど
の
方
志
も
、

獨
立
し
た
部
門
（
門

*）

を
設
け
て
詩
文
を
集

&し
て
お
り
、
同
じ
風
氣
の
中
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
（
こ
の
う

ち
、

+五
書
の

�立
は
、
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
に
先

行
す
る

（

,））

寶
慶
三
年
（
一
二
二
七
）
の

-年
以

.に
刊
行
さ
れ
た
、

/

ぶ

州
金

0

縣
（

浙
江
省
金

0市
）
の
王
象

之
撰
『
輿
地
紀

�』
二
〇
〇
卷
（
三
一
卷

が

1缺
、
一
部
の

缺
は
一
七
卷
に

�ぶ
。
李

�先
校
點
、
四
川
大
學
出
版

�、

宋
元
地
理
志
叢
刊
、
二
〇
〇
五
年
、
嘉
定

十
四
年
（
一
二
二
一
）
の

自
序
、

寶

慶
三
年
の
李

2

し
よ
く

の
序
）
は
、
南
宋
期
の

最
も

完
備
し
た
大

型
の
總
志

（
1國

性

�方
志
）
で
あ
る
（

3）。

南
宋
領

	の
府
州
を
一
卷
ず
つ
に
配
當
し
、
府
縣
の
沿
革
、
風
俗
形

�、
景
物
、
古
跡
、
官
吏
、
人
物
、
仙
釋
、

4記
、
詩
、
四
六
等
に
分

中
國

�代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

5
&と

そ
の
展
開
（
植
木
）
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け
て
記

�す
る
。
な
か
で
も

�記
・
詩
・
四
六
の
三
部
門
は
、
本
書
の

創
設
に
か
か
り
、
き
わ
め
て

�文
を
重

�し
た

�
�で

あ
る
（

�）。

當
地
を
詠
ん
だ
作
品
を
集

	す
る
「
詩
」
の
部
門
以
外
に
も
、
景
物

や
古
跡
な
ど
の
條
に
、
し
ば
し
ば
そ
れ
ら
を
詠
ん
だ
詩
文
を
引
用
す
る

が
、
境
域
、


口
、

�里
數
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、

四
六
と
は
、
四
六
文
（
四
六
駢
儷
文
）
の
基

�を

�す
四
字
・
六
字
の

對
句
（
偶
句
）
を
集

	し
た
部
門
で
あ
る
。

王
象
之
の
自
序
に
よ
れ
ば
、
天
下
の
各
地
に
在
る
山
川
の


�（

風

物
名

�）
と
、
そ
れ
を
歌
詠
・
記

�し
た
詩
文
を
廣
く
集
め
、
文
學

�

（
騷
人
才
士
）
が
こ
れ
を
見
れ
ば
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
當
地
の
山
川
の
風
趣

を
會
得
し
て
、
作
詩
作
文
の
際
の
、
無
盡

�の
�料

寶
庫
に
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
（

�）。
こ
れ
は
、
地
理
總
志

�纂
の
目

�を
從
來
の
國
家
統
治

（
治
政
）
に
對
す
る
奉
仕
か
ら
、
廣
範
な
文
學

�（
騷
人
才
士
）
に
對
す

る
奉
仕
へ
と
、
大
き
く
方
針
轉
換
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

『
輿
地
紀

�』
卷
一
九
、

�國
府
の
條
に
見
え
る
、
詩
跡

�び
そ
の

候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
二
つ
の
詩
跡
に
關
係

す
る
詩
句
の
場
合
、
一
方
の
詩
跡
の
條
に
の
み
置
い
て
、
重
複
引
用
を

�け
た
。

●

�收
部
門
・
詩
跡
・
詩
人
・
詩
句
（
引
用
句
數
）
の
順
に
記

�

※
［
］

�は
、
引
用

�の

�補
・
訂
正
。

【
景
物
上
】

□
高
齋

○
六

�齊
・
謝
元
暉
（

�）
「
［
郡

�］
高
齋

�事
閑
坐
、

答
呂
法
曹
」
（
詩
題
の
み
、
た
だ
し
後
の
【
詩
】
の
條
に
、
「
郡

�高
齋
」

と
題
し
て
、「
窓
中
列

�岫
、
庭
際
俯
喬
林
」
を
引
く
）

○

�・
劉
禹
錫
詩
［

 宣
州
崔
大
夫
見
寄
］
「

�史
高
齋
興
有

餘
」
（
一
句
）

○

�・
韋
蘇
州
［
應
物
］

詩
［

!五
經
趙
隨
登
科
授
廣

"尉
］

（

#…
趙
隨
が
人
名
、
廣

"は
宣
州
の
屬
縣
）
「
高
齋

$謝
公
」
（
一
句
）

□
宛
溪
○

�・
李
白
詩
［
題
宛
溪

%］
「
吾
憐
宛
溪
水
［
好
］、

百
尺
照
心
明
」
（
二
句
）

○
宋
・
孫
錫
詩
「
句
溪
雖
可
鑑
、
未

&宛
溪

'」
（
二
句
）

□
句
溪

○
六

�齊
・
謝
元
暉
（

�）
「
將
之
［

(］
湘
中
［
水
］
、

)句
溪
」
（
詩
題
の
み
）
「

�人
留
詠
多
し
」
と
し
て
、
以
下
を

引
く
。

○

�・
李
白
詩
［
別
韋
少
府
］
「
洗
心
句
溪

*」
（
一
句
）

○

�・
杜
牧
詩
［
張
好
好
詩
］
「
沙

+句
溪
蒲
」
（
一
句
）

□

,山
○

�・
李
白
「
登

,山
［
九
日
登
山
］」

「

-土
接

,山
、

俯
臨
宛
水

.」
（
二
句
）
（

#…

�・

/
"輿

の
記
も
引
く
）

★
「

0溪
」
（

＝

'溪
）
の
條
に
、
李
白
ら
の
詩
も
引
か
れ
る
が
、

こ
れ
は
「

0溪
」
（

'溪
）
の

流
れ
る

土
地
の

管

1が

�代
の
後

期
、

中
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詩
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宣
州
か
ら
池
州
へ
と
變

�し
た
た
め
に
生
じ
た

�解
に
も
と
づ
い
て
お

り
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
【
詩
】
の
條
も

�っ
て
引
く
。

【
景
物
下
】

□

�波
亭

○
宋
・

�
�兪

（
堯
臣
）
詩
［
宣
州

�波
亭
］

「
令

［
今
］
吾
太
守
樂
、
副
［
慰
］
此
邦
［
郡
］
人

�」
（
二
句
）

□
宛
陵
堂

○
宋
・
呂
居
人
（
本
中
）
詩
［
寄
宣

�故

	］
「
疊

嶂
樓


［
頭
］

�涼
處
、
宛
陵
堂
下
探

�時
」
（
二
句
）

□

�深
堂

○
宋
・
郭

正
（
功
甫
）
詩
［
感
懷
、

�李
公
擇
］

「
君
來
宣

�
�、

衆
謂
得
杜
牧
。
我

�
�昭

亭
、
林
中
騎
白
鹿
。
時

�
�深

堂
、

�君
亦
休
沐
」
（
六
句
）

□
曲
肱
亭

○
宋
・

�魯
直
（
庭
堅
）
「
題
宛
陵
張
待

�曲
肱
亭
」

詩
「
仲
蔚
蓬
蒿
宅
、
宣

�詩
句
中
。
［
こ
の
後
、
二
句

�］
偃

蹇
勳
業
外
、
嘯
歌
山
水
重
。
…
」
（
八
句
）
（

�…
【
詩
】
の
條
に
も
、

�頭
の
二
句
を
引
く
）

□

�雲
閣

○
宋
・
郭

正
（
功
甫
）「
賦

�雲
閣
」
詩

「
宣

�多

名
山
、
詩
人

	經

�。
獨
無

�雲
篇
、
疑
怯
作

�敵
」
（
四
句
）

□
秋
水
閣

○
宋
・
郭

正
（
功
甫
）「
題
秋
水
閣
」
詩
「
偶
登
秋
水

閣
、
靜
吟
秋
水
篇
。
…
」
（
四
句
）

□
列
岫
亭

○
宋
・
郭

正
（
功
甫
）「
列
岫
亭
」
詩

「
謝
公

�句

惜
埋
沈
、
更
作
新
定
一
百

�。
…
」
（
四
句
）
（

�…
謝

�「
郡

�高

齋

 事
閑
坐
、
答
呂
法
曹
」
の
「
窓
中
列

!岫
」
に
も
と
づ
く
）

★

�深
堂
・
曲
肱
亭
・

�雲
閣
・
秋
水
閣
・
列
岫
亭
は
、
そ
の

"在

地
が
明
記
さ
れ
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
宣

�市

#
�に

あ
っ
た
も
の
と
考

え
て
お
く
。

□
陵
陽
山

○
宋
・
郭

正
（
功
甫
）「
雙
溪
樓
［
宣
州
雙
溪
閣
夜
宴
、

$太
守
金
光
祿
］
」
詩

「
陵
陽
之
［
三
］
峰
壓
千
里
、
百
尺
危
樓

勢
相
倚
」
（
二
句
）

□

%亭
山
○

&・
李
白
詩
［
獨
坐

%亭
山
］
「
相
看
兩
不
厭
、

只
有

%亭
山
」
（
二
句
）

○

&・
李
白

詩
［
登

%亭
山
、
南

�懷
古
、

�竇

'
(］

「

%亭

一
迴
首
、
目
盡
天
南
端
」
（
二
句
）

★

"引
の
『
圖
經
』
に
「

)ち
謝

�

詩
を
賦
す
る
の

"」
と
あ
る

が
、
六

*齊
・
謝

�自
身
の
「

%亭
山
」
（
「

�
%亭

山
」
）
詩
そ
の
も
の

は
引
用
し
な
い
。
ま
た
、

+の
項
目
に
昭
亭
山
の
名
が
見
え
る
が
、
昭

亭
山
は

%亭
山
の
別
稱
で
あ
る
。 （
昭
亭
山
に
は
、
詩
が
引
か
れ
て
い
な
い
）

□
雙
羊
山

○
宋
・

�
�兪

（
堯
臣
）

詩
［
早
春
田
行
］
「
風

,雙

羊
路
、

�
-山

下
村
」
（
二
句
）

□
開
元
寺
○

&・
杜
牧
「
題
宣
州
開
元
寺
」
詩
「
南

*謝

�
�、

東
.最

深
處
。
…
」
（
四
句
）

【
古
跡
】

中
國

�代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

/
0と

そ
の
展
開
（
植
木
）
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□
謝

�北
樓

�・
李
白
「
秋
登
宣

�謝

�北
樓
」
詩
「
誰
念
北
樓

上
、
臨
風
懷
謝
公
」
（
二
句
）

（
【
人
物
】
楊
處
士
の
條
、

�・
許
渾
「
寄
昭
亭
楊
處
士
」
「
…

謝
公
樓
上

�
�發

、
楊
子
宅

�春

�深
」（
四
句
））

★
參
考
【

	記
】
の
條
に
、
『
宣

�詩
』
（

�人
已

�の
詩
篇
、


集
の

人
の
姓
名
を
失
す
）
を

�
�。

【
詩
】

以
下
、
宣

�縣
を
含
む

國
府

�に
關
す
る
詩
が
、
基
本

�に
作

�

の
生
存
時
代
に
從
っ
て
集

�さ
れ
て
お
り
、

�
�の
□
印
の
ご
と
き
、

山
川
・
堂
亭
・
寺

�の
名
稱
を
持
た
な
い
。
そ
れ
で
こ
こ
で
は
、
詩
跡

ご
と
に
分

�し
て
示
す
。
そ
の
名
稱
は
、

�引
の
項
目
と
重
複
す
る
も

の
を
含
む
。

□

�亭
山
（

�
�二

首
）
○

�・
李
白
「
至

�亭
山
［
自
梁
園
至

�

亭
山
、
見
會
公
、
談
陵
陽
山
水
、
…
］
」
（
會
公
は

�）
「
稠
疊
千

�峰
、
相

�入
雲
去
」
（
二
句
）「
水
國
饒

�奇
、
潛
光
臥
幽

�」
（
二

句
）
（

�…
そ
れ
ぞ
れ
獨
立
し
て
示
す
）

○

�・
李
白
「
登

�亭
山
［
登

�亭
山
、
南

�懷
古
、

�竇

�
�］」

（

�出
）「

�亭
一
迴
首
、
目
盡
天
南
端
。
…
」
（
四
句
）

○

�・
李
白

詩
［
寄
從
弟
宣
州
長
史
昭
］
「
爾
佐
宣

�郡
、
守
官

�且
閑
。
常
誇
雲

�好
、
邀
我

�亭
山
」
（
四
句
）

○

�・
李
白
「
別
韋
少
府
」
「
洗
心
句
溪

�、

�耳

�亭
猿
」
（
上
句

は
□
句
溪
の
條
に

�出
）
（
二
句
）

○

�・
李
白
「

�胡
人
吹
笛
」
「
十

�
 山

曉
、

!
�
"
�亭

」

（
二
句
）

○

�・
李
白
「

�亭
山
［
獨
坐

�亭
山
］」
「
衆
鳥
高
飛
盡
、
孤
雲

獨
去
閑
。
相
看
兩
不
厭
、
只
有

�亭
山
」
（

#四
句
。

�
�の

□

�亭

山
の
條
に
は
、
後

$二
句
の
み
を
引
く
）

○

�・
孟

%然
詩
［
夜
泊
宣

�界
］
「
石
逢
羅
刹
礙
、
山
泊

�

亭
幽
。
…
」
（
四
句
）

○

�・
白
居
易
「
題
宣

�郡
齋
［
宣
州
崔
大
夫
閣
老
、
忽
以

&詩
數

十
首
見
示
…
］
」

「
謝
元
暉

'吟
聲
寢
、
郡
閣
寥
寥
筆
硯
閑
。
…

再
喜
宣

�章
句
動
、
飛
觴
遙
賀

�亭
山
」
（

#八
句
）
（

�…
白
居
易
の

自

�に
、「
謝
宣

�（

�）
の
『
郡

�』
詩
に
云
ふ
、『
窓
中
に

(岫
列 つ
らな
る
』

と
」
「
謝
に
又
た
『

�亭
山
に
題
す
』
詩
有
り
。
竝
び
に
『
文

)』
に
見
ゆ
」

と
あ
る
）

○

�・
劉
禹
錫
「
九

*歌
［
山
］」

「［
君
不
見
］

�亭
之
山

+索

,、
兀
如
斷
岸
無
稜
角
。
宣

�謝
守
一
首
詩
、

-使
聲
名
齊
五
岳
」

（
四
句
）

○
�・

劉
禹
錫
詩
［［

.宣
州
崔
大
夫
見
寄
］］

「
遙
想

�亭
春

欲

/、
百

�飛
盡

柳

�初
」
（

�…

�
�の

□
高
齋
の
條
に
、
本
詩
の
一
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句
を
引
く
が
、
こ
の
四
句
は
見
え
な
い
）

○

�・
劉
長
卿
「
行
至
宣

�」
「

�亭

�色

�臨

�、
句
水

�流

澹
不
波
」
（
四
句
）
（

	…
『



�詩

』
に
未
見
？
）

○

�・
杜
牧
詩
［
自
宣
州
赴
官
入
京
、
逢
裴
坦

�官
…
］
「

�

亭
山
下
百
頃
竹
、
中
有
詩
人
小
謝

�」
（
二
句
）

○

�・
杜
牧
詩
［
偶

�石


�舍

］
「

�岑

�
�光

、
句
沚
水

解

�」
（
二
句
）

○

�・
韋
應
物
「

�宣

�［
路
］

�事
」
「
…

�林
謝
家
宅
、

山
水

�亭
祠
」
（
四
句
）

○

�・
趙

�「
宛
陵

�
�［

寄
沈
學
士
］」「
一
川
如
畫

�亭
東
、
待

詔
閑

�處
處
同
。
…
」
（
四
句
）

○

�・
陸
龜
蒙
「
寄
友
人
［
寄
友
］」「

�亭

�夜
溪
聲
裏
、
同
聽
先

生

�太
元
［
玄
］」
（
四
句
）

○
宋
・
蹇
柳
溪
詩
「
我
聞

�亭
無
足
取
、
岑
寂
況
在
東
南
涯
。

聲
名
一
日

�宇
宙
、
正
以
謝
守
詩
瑰
奇
」
（
四
句
）

□
宛
溪
（

�
�二

首
）

○

�・
李
白

詩
［
寄
崔
侍
御
］

「
宛
溪

霜
夜
聽
猿
愁
、
去
國
長
爲
不
繋
舟
」
（
二
句
）

○

�・
李
白

詩
［
題
宛
溪

�］
「
吾
憐
宛
溪
水
［
好
］
、
百
尺

照
心
明
」
（

	…
□
宛
溪
の
條
に

�出
）
（
二
句
）

□
謝

�北
樓
（

�
�一

首
、
補
一
首
）
○

�・
李
白
「
秋
登
宣

�謝

�

北
樓
」

「
江

�如
畫
裏
、
山
曉

�
�空

。
…
」
（
六
句
）
（

	…

�

�の
□
謝

�北
樓
の
條
に
引
く
本
詩
の
「
誰
念
北
樓
上
、
臨
風
懷
謝
公
」
は

尾
聯
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
外
の
六
句
を
引
く
）

○

�・
鄭
準
「
題
宛
陵
北
樓
」
「
…

�使
［

�］
謝
宣

�不
死
、

必
應
吟
盡
夕
陽
川
」
（
四
句
）

○

�・
鮑
溶
「
北
樓
［
宣

�北
樓
、
昔
從
順
陽
公
會
於
此
］
」

「
詩
樓
郡

�北
、
窓

 
�亭

山
。
…
」
（
四
句
）

□
開
元
寺
（

�
�一

首
）
○

�・
杜
牧
「
題
宣
州
開
元
寺
水
閣
」

「
六

!文
物

�
"空

、
天
澹
雲
閑
今
古
同
。
…
」
（


八
句
）

○

�・
杜
牧
「
題
［
宣
州
］
開
元
寺
」
「
南

!謝

�
�、

東

#最

深
處
」
（
二
句
。

�
�の

□
開
元
寺
の
條
に
見
え
る
）

○

�・
杜
荀
鶴
「
題
開
元
寺
［
門
閣
］
」

「
一
登
高
閣
眺

$秋
、

滿
目
風
光
盡

%
�。

何
處
畫
橈

&
'水

、
幾
家
鳴
笛
咽
紅
樓
」
（
四

句
）

○

�・
趙

�「
題
開
元
寺
水
閣
」
「
年
來
獨
向
此

�
(、

謝
氏

)

山
與
寺

*。
…
波
穿
十
里
橋

"寺
、
絮
壓
千
家
柳

�春
」
（
六
句
）

（

	…
『



�詩

』
に
未
見
。『



�詩

補

+』
四
一
五
頁

,收
）

□
高
齋
（

�
�三

首
）

○

�・
韋
應
物

詩
［

�五
經
趙
隨
登
科
授

廣
-尉

］
「
獨

.宣

�郡
、
高
齋

/謝
公
」
（
二
句
）
（

	…

�
�

の
□
高
齋
の
條
に
は
、
下
句
の
み
を
引
く
）

中
國

0代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

1
�と

そ
の
展
開
（
植
木
）
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□
疊
嶂
樓

○
宋
・
蘇
爲
「
宣

�」
「
宣

�
�疊

嶂
、
樓

�簇
綺

霞
。
…
」
（
四
句
）

○
宋
・
盧
革

詩
「
疊
嶂
最

�目
、
排

�隱
星
絡
。
…
」
（
四
句
）

（

�…
『
方
輿

�覽
』
卷
一
五
、

	國
府
、
山
川
の
條
に
、
「
疊
嶂
、
陵
陽

山
の
上
に
在
り
」
と
あ
る
が
、『
輿
地
紀

�』
中
に
は
見
え
な
い
）

○
宋
・
蘇
文
定
公
（
轍
）
詩
［


韻
侯
宣

�疊
嶂
樓
雙
溪
閣
長
篇
］

「
仰
攀
疊
嶂
高
、
俯

�雙
溪
美
」
（
二
句
）

○
宋
・
林
希
「
疊
嶂
樓
有
懷

�門
朱
伯
厚
」
詩
「
虎
丘
換
得

亭

山
、
句
水
松
陵
數
舍

�。
…
」
（
四
句
）

（
★
參
考
【

�記
】
の
條
に
、
「
題
疊
嶂
樓
詩
」
（
原

�…
南
齊
の
謝

�）
、
「
題

疊
嶂
樓
壁
」（
原

�…

�の
獨
孤
霖
）
と
あ
る
）

□
句
溪
（

�
�三

首
）

○
宋
・
郭

�正
（
功
甫
）

詩
［

�陵
陽
、

�王
左
丞
代
、
先
書
寄
獻
］
「
昭
亭
扶
春
入
畫
戟
、
句
溪
洗

�供

吟
盃
」
（
二
句
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宣

�を
代
表
す
る
詩
跡
は

亭
山
で
あ
り
、
つ
い

で
謝

�北
樓
と
そ
の
後
身
に
あ
た
る
疊
嶂
樓
（

�の
刺
史
獨
孤
霖
の
再
建
・

改
稱
）
で
あ
っ
た
。


に
續
く
の
が
開
元
寺
や
宛
溪
で
あ
る
。
な
お
そ

れ
ら
の
詩
跡
は
、

�の
李
白
や
杜
牧
（

�察
使
の

�僚
と
し
て
宣

�に
二

度
滯
在
）
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
て
定

�
�し

、
北
宋
の
郭

�正
〈

�く
の

當
塗
出
身
で

�山
に

�み
、
李
白
の
後
身
と

�さ
れ
た
詩
人
、
『

�山
集
』
が

あ
る
（

�）〉
は
、
地
元
（
宣

�）
出
身
の

�堯
臣
よ
り
も
當
地
の
堂
亭
を
多

く
詠
ん
で
い
る
。

�
�の

項
目
の
う
ち
、

 波
亭
・

!深
堂
・

"雲
閣
・

秋
水
閣
・
列
岫
亭
な
ど
の
亭
閣
は
、
後
世
ほ
と
ん
ど
詠
み
繼
が
れ
ず
、

 波
亭
は
む
し
ろ
後

#す
る
濟
南
の
そ
れ
の
方
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る
詩
跡
と
は
見
な
し
が
た
い
。

［
六
］
『
輿
地
紀

�』
の
刊
行
か
ら
や
や
遲
れ
た
嘉
煕
三
年
（
一
二
三

九
）
ご
ろ
、
そ
れ
を

$略

�し
た
形
態
を
持
つ
地
理
總
志
が
出
版
さ
れ

は
じ
め
た
（

%）。
建

	府
崇
安
縣
（

&建
省
武
夷
山
市
）
の

'穆
撰
『
新

(

四
六
必
用
方
輿

�覽
』
（
嘉
煕
三
年
の
呂
午
の

序
と

自
序
を
持
ち
、

�集
四

三
卷
、
後
集

七
卷
、
續
集
二

〇
卷
、

拾

)一
卷
か
ら

*る
）
が
、
そ
れ
で
あ

る
。
本
書
も
『
輿
地
紀

�』
と
同
樣
に
、
境
域
・

+口
・
田
賦
な
ど
の

部
門
を
缺
く
一
方
、
詩
文
・
記
序
を
多
く
引
用
・
集

,し
た
、
詩
文
の

創
作
・

鑑
賞
の
た
め
の
地
理

事
典
で
あ
る
（

-）が
、
四
六
の

部
門

だ
け
は
、

か
え
っ
て
『
輿
地
紀

�』
よ
り
も
詳
し
く
、

.收
の
駢
語
（
對
語
）
は
、

作

/自
身
が
各
種
の

!料
に
基
づ
い
て
新
た
に

(修
し
た
も
の
を
多
く

含
む
。
（
他
方
、『
輿
地
紀

�』

.收
の
そ
れ
は
、
他
の
人
が
作

*し
た
も
の
を

集

,す
る
）
四
六
の
文

體
を

作

*す
る
用

0に
應
ず
る
こ
と
が

(纂

の
1眼

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
書
名
中
の
「
四
六
必
用
」
の
語
に
よ
っ
て

明
白
で
あ
る
。
當
時
、
四
六
の
文
體
は
、
科

2の
受
驗
だ
け
で
な
く
、

天
子
の
詔
敕
の
執
筆
に
も
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
は

3會
に

4行
す
る
書

中
國
詩
文
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叢
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�・
祭
誄
・

�文
等
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
（

�）。
（
本
書
に
は
、
縣
沿
革
と

�記
の
兩
項
は
な
い
）。

ま
た
『
輿
地
紀

�』
に
引
用
・
集

�さ
れ
る
詩
文
の
う
ち
、
文
は
お

お
む
ね
摘

�で
あ
る
が
、『
方
輿

�覽
』
は
詩
・
文
の

�同
を
問
わ
ず
、

�篇
を
引
く
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
【
題
詠
】
の
部
門
以
外
は
、
詩
題

を
記
さ
な
い
ケ
ー
ス
が
大

	で
あ
る
。

原
刻
本
刊
行
の
三
十
年
後
、
子
の


洙

�訂
の
『
新

�方
輿

�覽
』

七
〇
卷
が
咸
淳
三
年
（
一
二
六
七
）
に
出
版
さ
れ
、
こ
の
系
統
の

�訂

本
が
宋
末
・
元
明
期
廣
く
流
布
し
て
い
く
（

）。

こ
こ
で
は
、

�訂
本
『
方
輿

�覽
』
（

�七
〇
卷
、
施
和
金
點
校
、
中

�

書
局
、
中
國
古
代
地
理
總
志
叢
刊
、
二
〇
〇
三
年
）
を
使
用
す
る
。
南
宋
の

領
域
一
七
路
を
府
州
郡
に
分
け
、
ま
ず
古
來
の
建
置
沿
革
、
そ
し
て

「
事

�」
と
し
て
郡
名
・
風
俗
・
形

�・
土

�・
山
川
・
（
陵
寢
・
堂
舍

〔
堂
院
〕
）・
樓
閣
〔
樓
臺
〕
・
臺

�〔
亭

�〕
・
佛
寺
・

�
�・

祠

�・

古
跡
・
名
宦
・
人
物
・
題
詠
・
（
外
邑
）・
四
六
な
ど
の
順
で
記
さ
れ
て

い
る
。
な
か
で
も
風
俗
・
形

�や
題
詠
・
四
六
等
の
詳

�に
本
書
の
特

色
が
あ
る
。
『
輿
地
紀

�』
を
踏
襲
し
た
箇

�（
特
に
建
置
沿
革
の
部
門
）

も
存
在
す
る
が
、
單
な
る
そ
の

�略
・
改

�本
で
は
な
く
、

�
�が

長

年
努
力
し
て
獨
自
の

�纂
體
例
を
備
え
た
新

�で
あ
っ
た
（

�）。
ち
な
み

に
「
題
詠
」
門
に
は
、
府
・
州
（
軍
・
監
）
の
治

�が
置
か
れ
た
土
地

の
風
物
名

�に
關
す
る
詩
句
を
收
め
、
時
お
り
そ
の
後
に
見
え
る
「
外

邑
」
の
部
門
は
、
そ
の
治

�以
外
の
、

�圍
に
廣
が
る
府
・
州
に

�屬

す
る
各
縣
の
、
風
物
名

�に
關
す
る
詩
句
を
收
め
て
い
る
（

�）。

『
方
輿

�覽
』
卷
一
五
、

�國
府
の
條
に
見
え
る
、
詩
跡

�び
そ
の

候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

●

�收
部
門
・
詩
跡
・
詩
人
・
詩
句
（
引
用
句
數
）
の
順
に
記

�

※
［

］

�は
、
引
用

�の

�補
・
訂
正
。
ま
た
◎
は

『
輿
地
紀

�』

�收
の
詩
。

【
山
川
】

□

 亭
山

○
六

!齊
・
謝
元
暉
（

"）「

 亭
山
」
詩

「
茲
山
亘

百
里
、
合
沓
與
雲
齊
。
…
」
（

�二
〇
句
）

★
も
と
作

�名
を
謝
靈

#に

$る
。
こ
の
影

%は
大
き
く
、
明
代
の

『
寰
宇

&志
』
『
大
明
一
統
志
』
も
同
じ
く

$る
。
『
方
輿

�覽
』
の

影

%の
大
き
さ
を
物
語
る
一
例
で
あ
る
。

◎

'・
李
白
詩
［
登

 亭
山
、
南

(懷
古
、

)竇

*
+］

「

 

亭
一
回
首
、
目
盡
天
南
端
」
（

�二
〇
句
。
『
輿
地
紀

�』
は
、
二
句
・

四
句
の
引
用
）

◎
'・

劉
禹

錫
詩
［

九

�山
］

「
［

君
不
見
］

 亭
之
山

,索
-、

兀
如

斷
岸

無
稜

角
。

宣

.謝
守
一
首
詩
、

/使
聲
名
齊
五

嶽
」

（
四
句
）

中
國

0代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

�
�と

そ
の
展
開
（
植
木
）
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★
�の

項
目
に
昭
亭
山
の
名
が
見
え
る
が
、
昭
亭
山
は

�亭
山
の
別

稱
で
あ
る
。
こ
の
點
は
『
輿
地
紀

�』
に
同
じ
く
、
詩
も
引
か
れ
て
い

な
い
。

□
雙
羊
山

◎
宋
・

�
�兪

（
堯
臣
）

詩
［
早
春
田
行
］
「
風

�雙

羊
路
、

�
�山

下
村
」

□

	山
◎


・
李
白
詩
［
九
日
登
山
］
「

�土
接

	山
、
俯
臨

宛
水

�」

□
雙
溪

○
宋
・
楊

秀
（

�里
）
詩
［
曉

�
�橋
、
入
宣
州
界
］

「

�亭
・
宛
陵
故
依
然
、
疊
嶂
・
雙
溪
阿

�邊
。
謝
守
不
生

�老
死
、

倩
誰

�
�掌

風

�」
（

�…
謝
守
は
謝

�、
�老
は

�堯
臣
）

□
宛
溪
◎


・
李
白
詩
［
題
宛
溪

�］
「
吾
憐
宛
溪
水
［
好
］、

百
尺
照
心
明
」

★

�溪
の
條
に
、
李
白
「

�溪
行
」
詩
を
引
く
が
、
こ
れ
は
『
輿
地

紀

�』
と
同
じ

�り
。

【
堂
亭
】

□
宛
陵
堂

◎
宋
・
呂
居
人
（
本
中
）
詩
［
寄
宣

�故

�］
「
疊

嶂
樓

�［
頭
］

�涼
處
、
宛
陵
堂
下
探

�時
」

□
曲
肱
亭

◎
宋
・

�魯
直
（
庭
堅
）
「
題
宛
陵
張
待

�曲
肱
亭
」
詩

「
仲
蔚
蓬
蒿
宅
、
宣

�詩
句
中
。［
四
句

�］
晨
鷄
催
不

 、
擁
被

聽
松
風
」
（
四
句
）

□
謝
公
亭
○


・
李
白
詩
［
謝
公
亭
］
「
池

�春
映
日
、
窓
竹

夜
鳴
秋
。
謝
令
［
亭
］
離
別
處
、
風
景
亦
［

!］
生
愁
」
（

�…
後

"

の
二
句
が
詩
の

#頭
。
そ
し
て
二
句
の
後
に

�
"の

二
句
が
來
る
）

□
高
齋
「
謝
元
暉
に
詩
有
り
」
と
の
み
記
し
、
詩
は
引
用
し
な
い
。

【
樓
閣
】

□
疊
嶂
樓


の
獨
孤
霖
の
文
の
み
引
き
、
詩
は
引
用
し
な
い
。

□
北
樓
◎


・
李
白
詩
［
秋
登
宣

�謝

�北
樓
］
「
江
山
［

�］

如
畫
裏
、
山

$
%
&空

。
…
誰
念
北
樓
上
、
臨
風
懷
謝
公
」
（

'

八
句
）【
寺

(】

□
開
元
寺
◎


・
杜
牧
詩
［
題
宣
州
開
元
寺
水
閣
］
「
六

)文

物

*
+宮

［
空
］、
天
淡
雲
閑
今
古
同
。
…
」
（

'八
句
）

【
題
詠
】

以
下
、
宣

�縣
を
含
む

,國
府

�に
關
係
す
る
詩
が
、
基
本

-に
作

.の
生
存
時
代
に
從
っ
て
集

/さ
れ
、

�
0の

□
印
の
ご
と
き
、
山
川
・

堂
亭
・
寺

(の
名
稱
を
持
た
な
い
。
そ
れ
で
こ
こ
で
は
、
詩
跡
ご
と
に

分

1し
て
示
す
。
そ
の
名
稱
は
、

�
0の

も
の
と
重
な
る
も
の
を
含
む
。

な
お
『
輿
地
紀

�』
の
【
詩
】
は
、
一
首
ご
と
に
引
用
詩
句
を
列
ね
た

後
、
作

.と
詩
題
が
小
字
で

�さ
れ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
『
方
輿

�

覽
』
の
【
題
詠
】
は
、
詩
中
の
名
句
（
一
句
）
を
か
か
げ
、
作

.、
詩

中
國
詩
文
論
叢
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題
、
殘
り
の
詩
句
が
小
字
で

�さ
れ
、
形
態
を

�に
す
る
。

□
宛
水
（
＝
宛
溪
）

○
宋
・

�魯
直
（
庭
堅
）
詩
［

�舅
氏
野
夫

之
宣

�］
「
…

�樓
明
宛
水
、
春
騎
簇
昭
亭
」
（
四
句
）

□
疊
嶂
樓

◎
宋
・
林
希
「
疊
嶂
樓
有
懷

�門
朱
伯
厚
」
詩
「
虎

丘
換
得

	亭
山
、
句
水
松
陵
數
舍


。
…
」

●
『
方
輿

�覽
』
は
『
輿
地
紀

�』
よ
り
も
小
さ
な
地
理
總
志
で
あ

る
た
め
、
詩
跡
（
そ
の
候
補
を
含
む
）
の
名
稱
の
數
量
と
引
用
す
る
詩

句
も
格
段
に
少
な
い
。
た
と
え
ば
、

	亭
山
に
關
す
る
詩
數
の
場
合
、

『
輿
地
紀

�』
は
（
重
複
を
除
い
て
）
一
七
首
、
『
方
輿

�覽
』
は
三
首

で
あ
る
。
し
か
し
『
輿
地
紀

�』
に
は
見
え
な
い
詩
句
が
散
在
す
る
だ

け
で
な
く
、
謝
公
亭
の
ご
と
き
詩
跡
が
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

無

�で
き
な
い
參
照
價
値
を
備
え
て
い
る
。
重

な
詩
跡
に
絞
り

�ま

れ
て
い
る
點
も

�價
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

［
七
］
大

�七
年
（
一
三
〇
三
）
に

�る
官
修
『
大
元
一
統
志
』
（
第

二

�本
）
一
三
〇
〇
卷
は
、
明
代
に
散
佚
し
、
今
日
傳
わ
る
趙

�里
校

輯
『
元
一
統
志
』
（
中

�書
局
、
一
九
六
六
年
。
し
ば
ら
く
汲
古
書
院
、
一
九

七
〇
年
影
印
本
に
よ
る
）
に
は
、

�國
路
の
條
を
缺
い
て
お
り
、

�
�
�

況
は

�く
未
詳
で
あ
る
。

［
八
］
小
型
の
元
代
地
理
總
志
と
し
て
、
大

�七
年
（
一
三
〇
三
）
の

政

�を
基
本
と
し
た
元
の
劉
應
李
原

�・

�

せ
ん有
諒
改

�『
大
元
混
一
方

輿

�覽
』
が
今
日
傳
わ
る
。
こ
れ
は
本
來
、
元
代
の

�書
『
新

�事
文

�聚
翰

�大

�』
（
大

�一
一
年
〔
一
三
〇
七
〕
初
刊
、

�二
〇
八
卷
、
宋
末

元
初
の
劉
應
李

�）
の
一
部
分
（
地
理
門
の
一
部
）
と
し
て

�撰
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
元
の
泰
定
元
年
（
一
三
二
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
、

�有

諒
改

�『
新

�事
文

�聚
翰

�大

�』
本
（

�一
二
五
卷
）
が
元
末
以

�流
布
し
た
。
現
在
傳
存
す
る
單
刻
本
も
、
そ
の
地
理
部
分
の
み
を
抽

出
し
た
三
卷
本
で
あ
る
（

 ）。

本
書
は
、
そ
の
書
名
か
ら

!想
さ
れ
る
よ
う
に
、
南
宋
の

"領
に
關

し
て
は
『
方
輿

�覽
』
の
記

#を
摘

�し
、
北
方
に
つ
い
て
は

$代
の

地
志
・
圖
經
・

"
%な

ど
を
用
い
て
作

�し
、
北
方
の
關
外
や
西
南
地

�は
、
史
料
が
比
較

&新
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

『
大
元
混
一
方
輿

�覽
』
（
郭
聲
波
整
理
本
）
卷
下
、

�國
路
の
條
に

は
、
以
下
の
如
く
詩
跡
に
關
す
る
詩
句
が
見
え
る
。

【
景

'】

□

	亭
山
「
謝
元
暉
に
詩
有
り
」
と
の
み
あ
り
、
詩
句
は
引
か
れ
て

い
な
い
。

□
北
樓
○

(・
李
白
詩
［
秋
登
宣

�謝

)北
樓
］
「
江
山
［

�］

如
畫

裏
、
山

�
*
+空

。
…

誰
念
北
樓
上
、

臨
風
懷
謝
公
」
（
『
輿

地
紀

�』『
方
輿

�覽
』
と
同
じ

�八
句
）

中
國

$代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

�
�と

そ
の
展
開
（
植
木
）
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【
題
詠
】

表
記
の
し
か
た
は
、
『
方
輿

�覽
』
の
【
題
詠
】
と
同
じ
く
、
名
句

（
一
句
）
を
か
か
げ
、
作

�、
詩
題
、
そ
れ
を
含
め
た
詩
句
（
た
だ
し

『
方
輿

�覽
』
よ
り
も
極
め
て

�略
）
が
、
小
字
で

�さ
れ
る
。

□
宛
水
（
＝
宛
溪
）

○
宋
・

�庭
堅

詩
［

�舅
氏
野
夫
之
宣

�］

「

	樓
明
宛
水
、
春
騎
簇
昭
亭
」
（
二
句
。『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

本
書
の
南
方
部
分
は
、
基
本


に
『
方
輿

�覽
』
の
極
端
な

�略
で

あ
る
た
め
、
詩
跡
考
察
に
お
け
る
價
値
に
乏
し
い
。
た
だ
こ
の
極
端
な

�略
に
も
生
き
殘
る
詩
跡
の
名
稱
は
、

�目
さ
れ
て
よ
い
。

［
九
］
明
代
最
初
の
地
理
總
志
は
、
景
泰
七
年
（
一
四
五
六
）
に

�る

官
修
『
寰
宇

�志
』
（
陳
循
等

、
一
一
九
卷
）
で
あ
る
。
府
・
州
ご
と

に
、
そ
の
建
置
沿
革
・
郡
名
・
山
川
・
形

�・
風
俗
・
土

�・
宮
殿
・

公
廨
・
學
校
・
書
院
・
樓
閣
・

�驛
・
堂
亭
・
池

�・
臺

�・
井
泉
・

關
隘
・
寺

�・
祠
廟
・
府
第
・
橋
梁
・
陵

�・
古
跡
・
名
宦
・

�謫
・

人
物
・
科
甲
・
題
詠
の
各
項
に
分
け
て
詳

�す
る
。

本
書
の

纂
は
、
初
め
「
事
實
を

�る
凡
例
は
、
一
に

�穆
の
『
方

輿

�覽
』
に
准
ず
」
で
あ
っ
た
が
、
後
に
方
針
變
更
が
な
さ
れ
た
と
い

う
（
明
・

�
�『

水
東
日
記
』
卷
二
五
）。
し
か
し
譚
優
學
の
指
摘
（

�）す
る
ご

と
く
、
景
物
方
面
の
部
門
（
門

�）
が
細
か
い
こ
と
、
各
卷
の

�り
に

題
詠
の
部
門
を
設
け
る
こ
と
、
記
敍
文
は

�篇
を
收

�す
る
こ
と
な
ど
、

『
方
輿

�覽
』
の

纂
形
態
を
踏
襲
す
る

�が
少
な
く
な
い
。
本
書
は
、

元
・
明
の
稀
覯
本
を
影
印
し
た
民
國
の
鄭
振
鐸

『
玄
覽
堂
叢
書
續
集
』

に
收
め
ら
れ
て
、
始
め
て
參
照
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
地
理
總
志
で
あ

る
。『
寰
宇

�志
』
（
明
景
泰

�
 府

刊
初
印
本
を
影
印
し
た
、
國
立
中
央
圖
書

�出
版
、
正
中
書
局
印
行
『
玄
覽
堂
叢
書
續
集
』
、
一
九
八
五
年
）
卷
一
一
、

!國
府
の
條
に
見
え
る
、
詩
跡

"び
そ
の
候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以

下
の
如
く
で
あ
る
。

【
山
川
】

□
陵
陽
山

○
宋
・
郭

#正
（
功
甫
）
詩
［
宣
州
雙
溪
閣
夜
宴
、

$

太
守
金

光
祿
］

「
陵
陽

三
峰

壓
千

里
、

百
尺

危
樓

勢
相

倚
」
（
『
輿

地
紀

�』
に
も
見
え
る
）

□

%山
○

&・
李
白
詩
［
九
日
登
山
］
「

'土
接

%山
、
俯
臨

宛
水

(」
（『
輿
地
紀

�』『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

□
雙
羊
山
○
宋
・

)堯
臣
詩
［
早
春
田
行
］
「
風

*雙
羊
路
、

)
+山

下
村
」
（『
輿
地
紀

�』『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

□
,亭

山
○

&・
李
白

詩
［
獨
坐

,亭
山
］
「
相
看
兩
不
厭
、

只
有

,亭
山
」
（『
輿
地
紀

�』
に
も
見
え
る
）

○

&・
李
白
詩
［
自
梁
園
至

,亭
山
、
見
會
公
、
談
陵
陽
山
水
、
…
］
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「
稠
疊
千

�峰
、
相

�入
雲
去
」
（『
輿
地
紀

�』
に
も
見
え
る
）

□
宛
溪
○

�・
李
白
詩
［
題
宛
溪

�］
「
吾
憐
宛
溪
水
［
好
］、

百
尺
照
心
明
」
（『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

□
句
溪

○
�・

李
白

詩
［
別
韋
少
府
］

「
洗
心
句
溪

�」
（
一

句
。『
輿
地
紀

�』
に
も
見
え
る
）

★

�溪
の
條
に
李
白
「

�溪
行
」
を
引
く
が
、
こ
れ
は
『
輿
地
紀

�』

『
方
輿

�覽
』
と
同
じ

	り
。

【
樓
閣
】

□
北
樓

○

�・
李
白

詩
［
秋
登
宣


謝

�北
樓
］

「
誰
念
北

樓
上
、
臨
風
懷
謝
公
」
（『
輿
地
紀

�』『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

★
「
（

�の
）
刺
史
獨
孤
霖
、
名
を
疊
嶂
樓
に
改
む
」
と

�さ
れ
て

お
り
、
疊
嶂
樓
と
謝

�北
樓
と
の
關

�に
言

し
た
記

�と
し
て

�

目
さ
れ
る
。

□
雙
溪
閣
○
宋
・
蘇
轍
詩
［

�韻
侯
宣


疊
嶂
樓
雙
溪
閣
長
篇
］

「
仰
攀
疊
嶂
高
、
俯

�雙
溪
美
」
（
『
輿
地
紀

�』
［
本
稿
で
は
、
□
疊
嶂

樓
の
條
］
に
も
見
え
る
）

【
堂
亭
】

□
宛
陵
堂

○
宋
・
呂
居
人
（
本
中
）
詩
［
寄
宣


故

�］
「
疊

嶂
樓

�［
頭
］

�涼
處
、
宛
陵
堂
下
探

�時
」
（
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

□
謝
公
亭
○

�・
李
白
詩
［
謝
公
亭
］
「
謝
公
［
亭
］
離
別
處
、

風
景
亦
［

�］
生
愁
」
（『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

【
寺

�】

□
景

�寺
（
＝
開
元
寺
）
「
晉
は
永
安
と
名
づ
け
、

�は
大
雲
と
名

づ
く
。
杜
牧
・
許
渾
・
趙

�

か

・
杜
荀
鶴
、
皆
な
題
詠
有
り
。
宋
の
景

�中
、
今
の
名
に
改
む
。
元
（
の
と
き
）
燬 や

か
る
」
と
あ
る
が
、

�

代
の
開
元
寺
の
名
に
言

し
な
い
の
は
不

�切
で
あ
る
。
ま
た
詩
句

は

�く
引
用
し
な
い
。
許
渾
以
外
の
詩
は
『
輿
地
紀

�』
に
見
え
、

『
方
輿

�覽
』
は
杜
牧
の
詩
の
み
收
め
る
。

【

�
�】

□

�
�君

�

○

�・
李
白

詩
［
宣


哭

�
�君

�］
「

 亭

山
下

�［
埋
玉
樹
］
、
知
是

�
�君

」
（
二
句
。
本
詩
は
『
輿
地
紀

�』

『
方
輿

�覽
』
の
兩
書
に
見
え
な
い
）

【
題
詠
】

こ
の
部
門
（
門

!）
の
名
―
題
詠
は
、
『
方
輿

�覽
』
と
同
じ
で
あ

る
。
收

"す
る
詩
は
摘

"で
は
な
く
、
詩

�體
を

�す
る
が
、
見
出
し

は
『
方
輿

�覽
』
の
よ
う
な
詩
中
の
名
句
（
一
句
）
で
は
な
く
、
詩
題

を
極
端
に

#略

$し
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
本
條
で
は
、

�
%の

□
印
の

ご
と
き
、
山
川
・
樓
閣
・
堂
亭
・
寺

�の
名
稱
を
持
た
な
い
の
で
、
詩

跡
ご
と
に
分

!し
て
示
す
。

中
國

&代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

'
"と

そ
の
展
開
（
植
木
）
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□
�亭

山
○
六

�齊
・
謝
元
暉
（

�）「

�亭
山
」
詩

「
茲
山
亘

百
里
、
合
沓
與
雲
齊
。
…
」
（

�二
〇
句
。
『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

★
作

�名
を
劉
宋
（
六

�宋
）
の
謝
靈

�に

	る
。
こ
れ
は
、
す
で

に


べ
た
ご
と
く
、『
方
輿

�覽
』
の

	り
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

○

�・
李
白
詩
［
登

�亭
山
、
南

�懷
古
、

竇

�
�］

「

�

亭
一
回
首
、
目
盡
天
南
端
。
…
」
（
『
方
輿

�覽
』
と
同
じ

�二
〇
句
。

『
輿
地
紀

�』
は
摘

�）

□
北
樓

○

�・
李
白

詩
［
秋
登
宣

�謝

�北
樓
］

「
江

�如

畫
裏
、
山

�
�
�空

。
…
」
（

�八
句
。
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
に

も
見
え
る
。
す
で
に
本
書
の
【
樓
閣
】
の
條
に
最
後
の
二
句
を
引
く
）

●
『
寰
宇

�志
』
に
は
、
謝
公
亭
の
項
目
を
立
て
る
な
ど
、
『
方
輿

�覽
』
の
影

�が
大
き
い
。
し
か
し
『
方
輿

�覽
』
に
は
見
え
ず
、

『
輿
地
紀

�』
に
見
え
る
詩
句
を
も
引
用
す
る
。
ま
た

�
�君

�の
ご

と
く
新
た
に

�げ
た
項
目
も
あ
る
が
、
そ
れ
自
體
は
詩
作
の
繼
承
性
に

乏
し
い
。

［
一
〇
］
明
の
天
順
五
年
（
一
四
六
一
）
に

�る
『
大
明
一
統
志
』

（
呂
原
等

�、
九
〇
卷
）
は
、
復
位
し
た

�宗
が
、
景
泰

�の
敕
命
に
よ
っ

て

�修
さ
れ
た
『
寰
宇

�志
』
を
抹

�す
べ
く
、
「

�
 

宜
し
き
を

失
い
、
去
取
未
だ
當
た
ら
ず
」
と
嚴
し
く
批

!し
て
、『
寰
宇

�志
』

の
完

�後
、
わ
ず
か
二
年
あ
ま
り
で
、
新
た
な
總
志
の

�纂
を
命
じ
た

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
纂
修

�に
は
重
複
が
多
く
、
『
大
元
一
統
志
』
の
體
例
を
踏

襲
し
て
完

�し
た
と
さ
れ
る

"容
も
、
實
質

#に
は
『
寰
宇

�志
』
を

改

�し
た
も
の
と

$し
て
よ
い
。
確
か
に
景
物
方
面
の
部
門
（
門

%）

を
合

&し
た
り
、
題
詠
門
を

'っ
て
『
方
輿

�覽
』
以
來
の
地
理
總
志

の
形
態
を
改
變
し
た
が
、
陵

�・
祠
廟
・
寺

(・
橋
梁
・
學
校
・
公

)

な
ど
の
部
門
は
、
基
本

#に
『
方
輿

�覽
』
が
確
立
し
た
部
門
と
同
じ

で
あ
る
。
（
こ
の
點
は
『
大

*一
統
志
』
も
同
樣
）
本
書
の

+
�形

態
は
、

『
寰
宇

�志
』
と
大
き
な
差

,は
な
く
（

-）、
詞
章
の
學
に

.よ
っ
た
、
い

い
か
え
れ
ば
詩
文
の
創
作
・
鑑
賞
の
た
め
の
地
理
知
識
に
重
點
を
置
い

た
最
後
の
地
理
總
志
、
と

$し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
『
大
明
一
統
志
』
が
頒
行
さ
れ
て
以

/、
『
寰
宇

�志
』
の
版

木
は
破
毀
さ
れ
て
し
ま
い
、
『
大
明
一
統
志
』
の
み
が
廣
く
流
布
す
る

結
果
に
な
っ
た
。
明
の
有
名
な

0行
家
徐
霞
客
は
、
本
書
を

0の
廣
域

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

1
�に

活
用
し
て
い
た
と
い
う
（

2）。

『
大
明
一
統
志
』
（
和
刻
本
）
卷
一
五
、

3國
府
の
條
で
、
詩
跡

4び

そ
の
候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

【
山
川
】

□
陵
陽
山

○
宋
・

郭

5正
（

功
甫
）
詩
［
宣

州
雙

溪
閣

夜
宴
、

6
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太
守
金
光
祿
］

「
陵
陽
三
峰
壓
千
里
、
百
尺
危
樓
勢
相
倚
」
（
『
輿

地
紀

�』
に
も
見
え
、『
寰
宇

�志
』
と
同
じ
）

□

�山
○

�・
李
白
詩
［
九
日
登
山
］
「

�土
接

�山
、
俯
臨

宛
水

�」
（
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
、
『
寰
宇

�志
』
と
同

じ
）

□
雙
羊
山
○
宋
・

�堯
臣
詩
［
早
春
田
行
］
「
風

	雙
羊
路
、

�

山

下
村
」
（
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
、
『
寰
宇

�志
』

と
同
じ
）

□

�亭
山

○
六

�齊
・
謝
元
暉
（

）「

�亭
山
」
詩

「
茲
山
亘

百
里
、
合
沓
與
雲
齊
。
…
」
（
一
四
句
。『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

★
作

�名
を
劉
宋
（
六

�宋
）
の
謝
靈

�に
�る

。
こ
れ
は
、
す
で

に

�べ
た
ご
と
く
、『
方
輿

�覽
』
の

�り
を
受
け
た
も
の
、『
寰
宇

�志
』
と
同
じ
で
あ
る
。

□
宛
溪
○

�・
李
白
詩
［
題
宛
溪

�］
「
吾
憐
宛
溪
水
［
好
］、

百
尺
照
心
明
」
（
二
句
。
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
、
『
寰
宇

�志
』
も
同
じ
）

□
句
溪

○

�・
李
白

詩
［
別
韋
少
府
］

「
洗
心
句
溪

�」
（
一

句
。『
輿
地
紀

�』
に
も
見
え
、『
寰
宇

�志
』
と
同
じ
）

【
宮
室
】

□
北
樓

○

�・
李
白

詩
［
秋
登
宣

�謝

北
樓
］

「
江

�如

畫
裏
、
山

�
�
�空

。
…
」
（

�八
句
。
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
に

も
見
え
、『
寰
宇

�志
』
も
同
じ
）

★
「
（

�の
）
咸

�中
、
刺
史
獨
孤
霖
、
名
を
疊
嶂
樓
に
改
め
、
自

ら
記
を
爲
る
」
と

�さ
れ
、『
寰
宇

�志
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

□
宛
陵
堂

○
宋
・
呂
居
人
（
本
中
）
詩
［
寄
宣

�故

�］
「
疊

嶂
樓

�［
頭
］

�涼
處
、
宛
陵
堂
下
探

�時
」
（
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
、『
寰
宇

�志
』
も
同
じ
）

□
謝
公
亭
○

�・
李
白
詩
［
謝
公
亭
］
「
謝
公
［
亭
］
離
別
處
、

風
景
一
［

�］
生
愁
」
（
『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
、
『
寰
宇

�志
』
も
同

じ
）

★
【
宮
室
】
の
部
門
に
「

�亭
」
と
題
し
て
、

�・
李
白
詩
［
登

�亭
山
、
南

�懷
古
、

�竇

�
 ］「

�亭
一
回
首
、
目
盡
天
南
端
。
…
」

（
『
方
輿

�覽
』
『
寰
宇

�志
』
と
同
じ

�二
〇
句
。
『
輿
地
紀

�』
は
摘

!）
を

引
く
が
、

�亭
と
い
う
建
物
は
な
く
、
山
の
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ

ら
く
、
『
寰
宇

�志
』
【
題
詠
】
の
條
に
「

�亭
」
の
見
出
し
で
引
く

李
白
詩
を
、
こ
こ
に

�引
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

�亭
の
語
に
「
亭
」
字

が
つ
い
て
い
る
た
め
、
建
物
の
名
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
杜
撰
で

あ
る
。

【
陵

"】

□

#
$
"

○

�・
李
白
詩
［
宣

�哭

#
%君

$］
「

�亭
山
下
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�［
埋
玉
樹
］
、
知
是

�
�君

」
（
詩
句
は
『
寰
宇

�志
』
に
見
え
る
も

の
で
あ
り
、『
輿
地
紀

�』『
方
輿

�覽
』
の
兩
書
に
は
見
え
な
い
）

●
『
大
明
一
統
志
』
で
は
、
題
詠
門
自
體
は

�ら
れ
た
が
、
『
寰
宇

�志
』
の
題
詠
門
に
收
め
ら
れ
て
い
た
詩
は
、
他
の
部
門
の
な
か
に
引

用
さ
れ
て
お
り
、
詞
章
の
學
に

�向
す
る
特

�自
體
に
は
大
き
な

	同

が
な
い
。
從
っ
て
詩
跡
考
察
の
面
で
は
、『
寰
宇

�志
』『
大
明
一
統
志
』

の
う
ち
、
一
方
を
見
さ
え
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
支
障
が
な
い
と
い
え
よ
う
。

［
一
一
］


の

�光
二
十
二
年
（
一
八
四
二
）
に
は
、
官
修
『
嘉
慶
重

修
一
統
志
』
（
嘉
慶
二
十
五
年
〔
一
八
二
〇
〕
を

�容
の
下
限
と
す
る
『
大




一
統
志
』
の
第
三

、
最

�
�訂

版
。
五
六
〇
卷
、
中

�書
局
、
中
國
古
代
地

理
總
志
叢
刊
、
一
九
八
六
年
。
一
九
三
四
年
、
四
部
叢
刊
續

�に
影
印
し
た
寫

本
の
重
印
・
改
裝
本
で
あ
る
）
が

�る
（

�）。

本
書
は
、

�代
の
地
理
總
志
の
最
高
レ
ベ
ル
に
位
置
し
、
「
行
政

�
畫
を
コ
ー
ド
に
し
た
、
人
文
・

�史
地
理

�百
科

�書
と
し
て
、

�大

な
中
國
文
明
の
財
寶
が
こ
の
中
に

�さ
れ
て
い
る
」
（

�原
郁
「
Ⅱ

�

史
地
理
學
」
）
と

�さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
た
だ
詩
跡
や
詩
句
の
引
用
と

い
う

�點
か
ら
い
え
ば
、
詞
章
の
學
と
し
て
の
地
理
總
志
は
『
大
明
一

統
志
』
で

�止
符
が
打
た
れ
た
た
め
、
見
る
べ
き
處
は
少
な
い
。
し
か

し
詩
跡
と
な
っ
た
地
名
の
考
證
や
建
物
の
場

�に
關
す
る
詳
細
な
記

�

は
、
充
分
參
照
す
べ
き
價
値
を
持
つ
。

『
嘉
慶
重
修
一
統
志
』
（
『
大


一
統
志
』
）
卷
一
一
五
～
七
、

�國
府

の
條
に
見
ら
れ
る
、
詩
跡

 び
そ
の
候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の

如
く
で
あ
る
。

【
山
川
】

□
雙
羊
山
○
宋
・

�堯
臣
詩
［
早
春
田
行
］
「
風

!雙
羊
路
」

（
一
句
。
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
『
寰
宇

�志
』
『
大
明
一
統
志
』
に
見

え
る
）

□

"亭
山
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
の
「

"亭
山
は
、
州
の
北
十
二
里
、

#ち
謝

$

詩
を
賦
す
る
の

�」
を
引
く
が
、
詩
そ
の
も
の
は
引
用

さ
れ
な
い
。
し
か
し
「
一
に
昭
亭
山
と
名
づ
く
」
と
明
言
し
た
點
は
、

本
書
が
地
理

�考
察
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
表
し
て
い
る
。

宛
溪
・
句
溪
な
ど
も
、
水
路
の
考
證
は
詳
細
で
あ
る
が
、

�く
詩
を

引
い
て
い
な
い
。

【
古
跡
】

□
北
樓

○

%・
李
白

詩
［
秋
登
宣

&謝

$北
樓
］

「
誰
念
北

樓
上
、
臨
風
懷
謝
公
」
（『
大
明
一
統
志
』
を
そ
の
ま
ま
引
く
）

□
雙
溪
閣
○
宋
・
蘇
轍
詩
［

韻
侯
宣

&疊
嶂
樓
雙
溪
閣
長
篇
］

「
仰
攀
疊
嶂
高
、

俯

'雙
溪

美
」
（
『
輿
地
紀

�』
『
寰
宇

�志
』
に
見
え

る
）
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●
『
嘉
慶
重
修
一
統
志
』
（
『
大

�一
統
志
』
）
は
、
詩
跡

�究
の

�點

か
ら
い
え
ば
、『
輿
地
紀

�』『
方
輿

�覽
』『
寰
宇

�志
』『
大
明
一
統

志
』
よ
り
も
利
用
價
値
に
乏
し
い
が
、
詩
跡
の
存
在
す
る
場

�を
確

�

す
る
場
合
、
必
讀
す
べ
き
文
獻
で
あ
る
。

第
二
章

安
徽
省
池
州
市

［
一
］

	の
李
吉
甫
撰
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
卷
二
八
、
江
南


四
、

池
州
秋
浦
縣
の
條
に
は
、
池
州
市
（

�・
貴
池
市
）

�に
お
け
る
秋
浦

水
な
ど
を
收

す
る
が
、
詩
と
の
關

�に
言

�す
る
記
事
は
見
え
な
い
。

北
宋
初
期
に

�る
樂
史
撰
『
太

�寰
宇
記
』
卷
一
〇
五
、
江
南
西


、

池
州
貴
池
縣
の
條
に
も
、
池
州
市
を
代
表
す
る
詩
跡
の
一
つ
、
齊
山
な

ど
が
見
え
る
が
、
や
は
り
詩
文
と
の
關

�に
言

�し
な
い
。
續
く
北
宋

中
期
の
王
存
・
曾

�・
李

�芻
撰
『
元
豐
九
域
志
』
卷
六
、
江
南
東
路
、

池
州
貴
池
縣
の
條
に
も
、
『
新
定
九
域
志
』
卷
六
、
池
州
、
古
蹟
の
條

に
も
、

�文

�言

�は
な
い
。
北
宋
末
の
歐
陽

�撰
『
輿
地
廣
記
』
卷

二
、
江
南
東
路
、
池
州
貴
池
縣
の
條
に
も
、
同
じ
く
詩
跡
關

�事
項
は

見
え
な
い
。

［
二
］
南
宋
の
王
象
之
撰
『
輿
地
紀

�』
卷
二
二
、
池
州
の
條
に
見

え
る
、
池
州
市
の
詩
跡

�び
そ
の
候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如

く
で
あ
る
。
二
つ
の
詩
跡
に
關
係
す
る
詩
の
場
合
、
一
方
の
條
に
置
い

た
。●

�收
部
門
・
詩
跡
・
詩
人
・
詩
句
（
引
用
句
數
）
の
順
に
記

�

※
［
］

�は
、
引
用

�の

�補
・
訂
正
。

【
景
物
上
】

□
齊
山

○

	・
杜
牧

詩
［
九
日
齊
山
登
高
］

「
［
與
客
］
携
壺

上

�
�」

（

�ち
杜
牧
の
九
日
登
る

�、
杜
牧
の

�謂
「
壺
を
携
へ
て

�
�

に
上
る
」、
是
れ
な
り
、
と

�さ
れ
る
）

○
宋
・
郭

�正
（
功
甫
）「

�和
李
白
秋
浦
歌
［
十
七
首
］」
（
其
の
八
）

「
秋
浦
試
北

 、
參
天
齊
山
奇
。

!何
謫
仙
客
、
名
作
碧

"枝
」

（

#四
句
。
謫
仙
客
は
李
白
）

□

�溪
○

	・
劉
長
卿
「
［
北
歸
］

$秋
浦
界

�溪

%」
詩

（
詩
句
を
引
か
な
い
）

○
宋
・
東
坡
（
蘇
軾
）「

�溪
」
詞
［

�溪
行
］
（
詩
句
を
引
か
な
い
）

○
宋
・

&師
孟

詩
［
弄
水
亭
］
「
昨
夜

�溪
明

'裏
」
（
一
句
。
後

の
【
總
池
州
詩
】
に
も
見
え
る
）

○

	・
杜
牧

「
［
池
州
］

�溪
」
詩

「
弄
溪

(日
到

)昏
、
照

數
秋
來
白
髮
根
。
…
」
（

#四
句
）

【
景
物
下
】

□
九
峰
樓

○

	・
杜
牧
之
（
牧
）
「
登
池
州
九
峰
樓
［
寄
張

*］
」

中
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（
詩
句
を
引
か
な
い
）

□
弄
水
亭
○

�・
杜
牧
之
（
牧
）「［
春
末
題
池
州
］
弄
水
亭
」
（
詳
し

く
は
【
詩
】
門
に
見
ゆ
、
と

�さ
れ
る
）

○
宋
・
郭

�正
「
和
倪
［
衍
字
］
敦
復
留
題
池
州
弄
水
亭
」
「
我

寄
江
南
隱
、
數
爲
弄
水

�。
讀
君
弄
水
篇
、
感

�［

�］
攀

�由
。
…
」

（
八
句
）

□

	

亭

○
宋
・
郭

�正
（
功
甫
）「

�和
李
白
秋
浦
歌
［
十
七
首
］」

（
其
の
十
六
）
「

�空

	

亭

、
翫

動
經
宿
。
更
待
雨
中
來
、
林

林
看
銀
竹
」
（

�四
句
）

□
貴
池
亭

○

�・
杜
牧
之
（
牧
）
詩
［
題
池
州
貴
池
亭
］

「
勢

比
凌

�宋
武
臺
、
分
明
百
里

�帆
開
。
蜀
江
�浪

西
江
滿
、

�
�春

�去
却
來
」
（

�四
句
）

○
宋
・
郭

�正
「［

�和

�侍
讀
］
題
貴
池
亭
［
元
韻
］」

「
寺

�

孤
峰
壓
貴
池
、
幽
軒
占

�敞
雙

�。
…
」
（
四
句
）

□
水
車
嶺

○
宋
・
郭

�正
「

�和
李
白
秋
浦
歌
［
十
七
首
］
」
（
其
の

九
）
「

�丈
水
車
嶺
、

�如
九
疊
屏
。
北
風
來
不
斷
、
六

亦
氷

生
」
（

�四
句
）

□
白

�陂
○

�・
李
白
「

�秋
浦
白

�陂
」
（
二
首
）

「
何
處
夜

行
好
、

明
白

�陂
。
山
光
搖
積

�、
猿
影
挂

�枝
」
「
白

�夜

長
嘯
、
爽
然
溪
谷

�。
魚
龍
動
陂
水
、
處
處
生
波
瀾
」
（
一
首
八
句
の

う
ち
、

�
�四
句
を
そ
れ
ぞ
れ
引
く
）

□
金
碧
洞

○

�・
杜
牧
之
（
牧
）
詩

「
廢
寺
碧
溪
上
、
今
爲
太

�寺
」
（『

�
�詩

』
未
收
？
）

○

�・
杜
牧
之
（
牧
）
詩
［

�池
州
林
泉
寺
金
碧
洞
］

「
袖
拂

霜
林
下
石
稜
、
潺
湲
聲
斷
滿
溪
氷
。
携

�臘


�金

碧
、
合
有
文
章

病

�陵
」
（

�四
句
）

□
玉
鏡
潭

○

�・
李
白
「
秋
浦
宴
［
與

�剛

 溪
玉
鏡
潭
宴
別
］
」

「

 溪
玉
鏡
潭
［
席

開

 
!］、

溪
當
大
樓
南
。
溪
水
正
南

"、
廻

作
玉
鏡
潭
」

●
『
輿
地
紀

�』
で
は
、
當
地
に
關
係
す
る
詩
を
一
般
に
【
詩
】
の

部
門
に
一
括
し
て
集

#し
て
い
る
。
な
か
で
も
集
中
し
て
詠
ま
れ
た
場

$や
建
物
、
い
わ
ゆ
る

%名
な
詩
跡
を
持
つ
場
合
に
は
、
そ
れ
を
獨
立

し
た
項
目
と
し
て
設
け
る
と
き
が
あ
る
。
こ
の
池
州
の
條
の
場
合
は
、

・
總
池
州
詩

・
・
秋
浦
詩

・
・
蕭
相
樓
詩

・
・
齊
山
詩

・
・
九

&山
詩

・
に

分
か
れ
て
い
る
。
多
數
の
詩
を
集

#し
た
、
詩
跡
ご
と
の

'分
け
は
、

�代
以

(の
地
理
總
志
の
な
か
で
は
唯
一
の
こ
と
で
あ
り
、
詩
跡

)究

の
*點

か
ら
は
特
に

�目
に
値
す
る
。
な
お
【
總
池
州
詩
】
の
條
で
は
、

秋
浦
・
蕭
相
樓
・

齊
山
・
九

&山
（
こ
れ
は
、
池
州

市
以

外
の
地
）
以

外

の
、
池
州

+に
屬
す
る
詩
が
、
基
本

,に
作

-の
生
存
時
代
に
從
っ
て
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集
�さ

れ
、

�
�の

□
印
の
ご
と
き
、
山
川
・
樓
亭
の
名
稱
を
持
た
な

い
。
そ
れ
で
こ
こ
で
は
、
詩
跡
ご
と
に
分

�し
て
示
す
。
そ
の
な
か
に

は
、

�
�の

も
の
と
重
な
る
も
の
を
含
む
。

【
總
池
州
詩
】

□
弄
水
亭
（

�
�二

首
）
○

�・
杜
牧

詩
［
［
春
末
題
池
州
弄
水

亭
］

「
使
君
四
十
四
、
兩
佩
左
銅
魚
」
「
亭
宇

�無
比
、
溪
山
畫

不
如
」
（

�
�は

詩
題
の
み
。
こ
こ
で
は
二
句
ず
つ
分
け
て
記
す
）

○

�・
杜
牧
「
題
［
池
州
］
弄
水
亭
」
「
弄
水
亭

�溪
、

�
	



�
�。

綺
席


�
�、

紫
嵐
峰
伍
伍
」
（
四
句
）

○
宋
・
陳

�兪
詩
［
弄
水
亭
］
「
未
識
貴
池
好
、
嘗
聞
弄
水
名
。

白
鳥
鑑
中
立
、
畫
船
天
上
行
」

□

�溪
（

�
�四

首
）

○
宋
・
蘇
子
由
（
蘇
軾
の

�り
。
子
由
は
弟
の

蘇
轍
の
字
）
詩
［

�溪
行
］

「
大
江
南
兮
九

�西
、
泛
秋
浦
兮

�

［

�］
溪
。
…
」
（
五
句
）

□
齊
山
（

�
�四

首
）
○
宋
・

�
�

詩
「
小
杜
池
邊
暫
艤
舟
、

老
齊
山
下
共

�幽
」
（
小
杜
は
杜
牧
）

【
秋
浦
詩
】

○

�・
李
白

「
秋
浦
歌
」
［
十
七
首
］
（
こ
の
秋
浦
は
縣
名
）

「
秋
浦
長
似
秋
、
蕭
條
使
人
愁
。
…
」
（
四
句
、
其
の
一
）

「
秋
浦
猿
夜
愁
、

�山
堪
白
頭
。

�溪
非
隴
水
、

�作
斷
腸
流
。
…
」

（
八
句
、
其
の
二
）

「
秋
浦
錦

�鳥
、
人

�天
上
稀
。
山
鷄
羞

�水
、
不
敢
照
毛
衣
」

（

�四
句
、
其
の
三
）

「
秋
浦
多
白
猿
、
超

�
�飛

�。
牽
引
條
上
兒
、
飮
弄
水
中

�」

（

�四
句
、
其
の
四
。
弄
水
亭
の
命
名
に
な
っ
た
句
）

「
愁
作
秋
浦
曲
、

 看
秋
浦

!。
山
川
如

"縣
、
風
日
似
長
沙
」

（

�四
句
、
其
の
五
）

「
秋
浦
千
重
嶺
、
水
車
嶺
最
奇
」
（
其
の
七
）

「
君
莫
向
秋
浦
、
猿
聲
碎
客
心
」
（
其
の
十
）

○

�・
李
白
「

�溪
［

#夜
］
聞
笛
」
「
羌
笛

$
!引

、

%溪
隴

水

�。

&山
秋
浦

�、
腸
斷
玉
關

'」

○

�・
李
白
「［
答
杜
秀
才
］
五
松
山
［
見

(］」
「
千
峰
夾
水
向

秋
浦
、
五
松
名
山
當

)
&」

○

�・
杜
牧
詩
［
池
州

*孟
遲
先
輩
］
「
秋
浦
倚

%江
、
去

+

飛

�鶻
。
溪
山
好
圖
畫
［
畫
圖
］、
洞
壑
深
閨
闥
」
（
四
句
）

○
宋
・
蕭
貫
「

�溪
」

「
山
開
明

�峽
、
水
寫
武
陵
溪
。
…
」

（
四
句
。

�溪
は
貴
池
縣
［

�代
の
秋
浦
縣
］
を
流
れ
る

�流
）

★
五
代
・
南

�の
徐
鉉
「
天
慶

,記
」
（『
輿
地
紀

-』
卷
二
二
、
池
州
、

・
風
俗
形

-・

.引
。
徐
鉉
『
騎
省
集
』
卷
一
二
に
は
、
「
池
州
重
建
紫
極
宮

/

銘
」
と
題
す
る
）
に
、
「
之
を

0す
に
秋
浦
を
以
て
し
、
之
を

1む
る
に

中
國

2代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

3
�と

そ
の
展
開
（
植
木
）
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齊
山
を
以
て
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
秋
浦
（

�溪
）
と
齊
山
は
池
州
の

風
土
を
代
表
す
る
江
山
で
あ
り
、
重

�な
詩
跡
と
な
る
。

【
蕭
相
樓
詩
】
（

�の
大

�年

�、
蕭
復
が
建
て
、
杜
牧
が
再
建
し

た
樓
閣
）

○
宋
（
？
）・
楊
振

詩
「
只
思
志
業

�明

�、
豈
爲
登
臨
愛
好

山
」

○
宋
・

	之
奇
詩
「
紫
嵐
千
嶂


、

�溪
百
里
碧
。
公
名
山
水

倶
、
芬

�永
無
極
」

○
宋
・
徐

�

詩
「
滿

風
物
來
春
色
、

�里
江
山
入
酒
盃
」

○
宋
・
蘇
子
由
（
轍
）「

�滕
侍

�［
池
州
蕭
丞
相
樓
］
」
（
二
首
、
其

の
一
）
「
樓

�始
覺
江
山
秀
［

�］、
人
去
方
知

�業

�」

○
宋
・
王
鞏
詩
［
蕭
相
樓
］
「
…
百
尺
樓
高
瞻
故
國
、
九

�

山
色
倚

�眸
。
定
知
直

�傳
千
古
、
杜
牧
文
章
在
上
頭
」
（

�八
句
）

○
宋
・
王
鞏
「

�池
陽
［
重
登
蕭
相
樓
］」「
不
見
當
年
兩
翰
林
、
江

天
爲
我
結

�陰
。
九

�門
外
柳
三
丈
、
蕭
相
樓

�松
十

�」
（
原

�
に
「
兩
翰
林
は
滕
公
甫
・
錢
公

�を
謂
ふ
な
り
」
と
あ
る
）

【
齊
山
詩
】

○

�・
杜
牧
「
九
日
齊
山
登
高
」
「
江
涵
秋
影
雁
初
飛
、
與
客
携

壺
上

�
 。

塵
世

!逢
開
口
笑
、

"
#須

$滿
頭
歸
」
（
四
句
）

○
宋
・
楊
緘 か
ん

詩
「
池
陽
佳

%
&齊

山
、
公
暇
邀
朋
喜
暫
攀
。

'

世
謾
同
流
水

(、
野

)長

*白
雲
閑
」

○
宋
・
蕭
貫
詩
「
秋
風
秋
浦
斷
飛
埃
、
路
入
齊
山
有
梵
臺
。

+

"綻
時
君
始
至
、
紫

 去
後
我
重
來
」
（
紫

 は
紫

 舍
人
［
中
書
舍

人
］
と
な
っ
た
杜
牧
）

○
宋
・
董
儼
詩
「
白
雲
深
處
訪
禪

,、
一
簇
樓
臺

-
�
 」

○
宋
・
董
儼
詩
「
千
重

.木
籠
秋
浦
、

�里
澄
江

/
0暉

。
醉

恨
春
深

�杜
牧
、
滿
頭
無

"戴
將
歸
」
（
四
句
）

○
宋
・

1中
復
「
齊
山
圖
」
「
當
時
齊
映
爲
州
日
、
從
此
山
因
姓

得
名
。
却
自
牧
之
賦
詩
後
、

2逢
秋
至

"含

3。
行

�古
洞

4峰
峭
、

坐
看


溪
數
曲

�。
…
」
（
八
句
）

○
宋
・
王
鐸
「
齊
山
圖
」
「
直
自
牧
之
懷
古
後
、

5當

6
.
7圖

來
」

○
宋
・
張
伯
玉
「
齊
山
圖
」
「
東
南
眞
賞
有
齊
山
、
路

8江
湖
到

9
!。

:筆

;
�千

仞

�、
數
峰
高
挂
一
堂


。
…
」
（
八
句
）

○
宋
・
金
君
卿
詩
「
秋
浦
南
邊

:點
埃
、
碧
圍

<嶂
一
屏
開
。

當
時
小
杜
行
吟
處
、
重
見
高
陽
騎
從
來
」

○
宋
・

鄭
雍

詩
「
訪
古
直

�齊
守

事
、

誦
詩

=愛
紫

 才
」

（
紫

 は
杜
牧
）

○
宋
・

>
?

が
く

詩
「

謝
守
風
流
爲

�事
、
杜

�吟
詠

屬
多

才
」

（
杜

�は
杜
牧
）
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○
宋
・
聞
人
安

�

詩
「
秋
浦
澄
明
郡
境

�、
天
然
巖
岫
作
南
屏
」

○
宋
・

�堯
臣
（
王
安
石
の

�り
）
詩
［
和
王

�之
秋
浦

�齊
山
、

感
李
太
白
・
杜
牧
之
］
「
齊
山
置
酒

�
	開

、
秋
浦
聞
猿
江
上
哀
。

此
地
流
傳
空
筆


、
昔
人
埋

�已
蒿

�」
（
四
句
）

○
宋
・
孫
坦
詩
「
世
識
池
陽
慣
魚
味
、
不
知
山


�其

郛
」

○
宋
・
劉
定
詩
「
岸
岸
倶
垂

�、
簷
簷
各
見
山
。
州
侯
行
樂
處
、

十
里
畫
圖

�」

○
宋
・
沈

�

詩
［
齊
山
偶
題
］
（
二
首
、
其
の
一
）
「
杜
子
風

�

春
水
波
、
至
今
詩
句
使
人
夸
。
不
知
朽
骨

�存
否
、
山
上
年
年

�

�
	」

○
宋
・
李

�

き

詩
「
紫

�風
韻
謫
仙
身
、
曾
此
徘
徊
今
幾
春
」

（
紫

�は
杜
牧
）

○
宋
・
狄
咸
詩
「
秋
浦
分
光
來
郡
閣
、

�溪

�影
�征

船
。

�

�亭
冠

�霞
外
、
又

�携
壺
太
守
賢
」

○
宋
（
？
）・

�荀
詩

「
齊
山
最
是

�
�地

、
不
信
塵
埃
會
染

人
」

○
宋
・
陳
續

詩
「
齊
山
壓

�溪
、

�崖

�老
碧
。
…
」
（
四
句
）

○
宋
・
陳
續
詩
「
携
壺
上

�
�、

�
 何

今
昔
。
誰
知
一
笑

�、

俯
仰

!陳
跡
」
（
最
初
の
句
は
杜
牧
「
九
日
齊
山
登
高
」
詩
中
の
句
）

○
宋
・
錢

"

き
よ
う

詩
「
來
逢
采
石

#江

$、
坐
見
齊
山
拂
檻

�」

○
宋
？
（
詩
人
の
名

%）
詩
「
風
流
杜
太
守
、

�
	
&引

'。
…
」

（
八
句
）

○
宋
・

(公
（
司
馬
光
）
「［
齊
山
詩
］

)王
學
士
（
哲
、
字

�之
）」

「
江
南
［
上
］
有
奇
山
、

群
山
［
峰
］
矗
如
剪
。
昔
聞
齊
刺
史
、

置
酒
升

*
+。

其
人
有
惠
政
、
嘉
名
自
茲

,」
（
六
句
）

●
【
風
俗
形

】
の
條
に
引
く
胡
兆
『
秋
浦
志
』
序
に
、
「
九

-・

五
松
、
齊
山
・

�溪
、
秋
浦
・
玉
鑑
［
鏡
］
之
潭
、
水
車
之
嶺
、

!紀
・

白

.之
陂
、
［
李
］
太
白
・
［
白
］
樂
天
・
［
杜
］
牧
之
、
讀
書
論
文
、

垂

�問
宿
、
弄
水
登
高
、
遐
躅
隱
然
、
在
人
耳
目
云
云
」
（

.の

/は
カ
。

遐
躅
は

0代
詩
人
の
足
跡
）
と
あ
る
。
池
州
府

1の
詩
跡
が

2げ
ら

れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
山
川
に
限
定
し
て

3べ
た
も
の
に

4ぎ
な
い
。
蕭
相

樓
が
池
州
の
代
表

5な
詩
跡
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
た
の
は
、

『
輿
地
紀

』
の

重

6な
貢

獻
で
あ
り
、

0代
の
池
州
刺
史
、
杜
牧
に

始
ま
る
弄
水
亭
も
宋
代
詠
み
繼
が
れ
て
い
る
。

池
州
を
代
表
す
る
詩
跡
が
、
杜
牧
以

7歌
い
繼
が
れ
た
齊
山
で
あ
る

こ
と
は
、
集

8さ
れ
た
詩
の
壓
倒

5な
數
量
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

松
尾

幸
忠
「
池
州
に

お
け
る
二

つ
の
詩
跡

―
齊
山
と

杏

	村
―
」
（
『
中

國

詩
文
論

叢
』

第
二
五

集
、
二

〇
〇
六
年

9收
）
に
は
、
杜
牧
の
「
九
日
齊

山
登
高
」
詩
を
念
頭
に
置
い
た
、
別
集

:
9收

の
宋
詩
、
陳
襄
・
韋
驤
・

�堯
臣
・
王
安
石
（

;
<の

詩
句
）・

郭

=正
以

下
の
作
、
二

〇
首

を
收

中
國

>代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

?
8と

そ
の
展
開
（
植
木
）
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め
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、

�
�の

蕭
貫
・
董
儼
・

�中
復
・
王
鐸
・

金
君
卿
・
鄭
雍
・

�
�・

沈

�・
李

�・
陳
續
の
詩
人
名
が
見
え
な
い

こ
と
は
、
詩
跡

	究
に
お
け
る
『
輿
地
紀


』
の
價
値
を
端

�に
物
語

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

［
三
］
南
宋
の

�穆
原
撰
、
子
の

�洙

訂
『
方
輿


覽
』
卷
一
六
、

江
東
路
池
州
の
條
に
見
え
る
、
池
州
市

�の
詩
跡

�び
そ
の
候
補
に
關

係
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
二
つ
の
詩
跡
に
關
す
る
場
合
、

一
方
の
詩
跡
の
條
に
置
い
た
。

●

�收
部
門
・
詩
跡
・
詩
人
・
詩
句
（
引
用
句
數
）
の
順
に
記

�

［
］

�は
、
引
用

�の

補
・
訂
正
。
ま
た
◎
は

『
輿
地
紀


』

�收
の
詩
。

【
山
川
】

□
齊
山

◎

�・
杜
牧
之
（
牧
）「
九
日
齊
山
登
高
」

「
江
涵
秋
影

雁
初
飛
、
與
客
携
壺
上

�
�。

塵
世

�逢
開
口
笑
、

�
�應

［
須
］

�滿
頭
歸
。
直
須
［
但
將
］
酩
酊
酬
佳

�、
不
用
登
臨
怨

�暉
。
古

�今
來
只
如
此
、
牛
山
何
必
更
［
獨
］
沾
衣
」
（

�八
句
。『
輿
地
紀


』

に
は

�
�四
句
を
引
く
）

□
水
車
嶺
◎
宋
・
郭
功
父
（

�正
）「

 和
李
白
秋
浦
歌
［
十
七
首
］」

（
其
の
九
）

「

!丈
水
車
嶺
、

"如
九
疊
屏
。
北
風
來
不
斷
、
六

#自
氷
生
」
（

�四
句
）

□
玉
鏡
潭

◎

�・
李
白
「
秋
浦
宴
［
與

$剛

%溪
玉
鏡
潭
宴
別
］
」

「

%溪
玉
鏡
潭
［
席

#開

%
&］、

溪
當
大
樓
南
」

□
秋
浦
◎

�・
李
白
詩
「

%溪

�夜
聞
笛
」
「
羌
笛

'
�引

、

�溪
隴
水

%。

(山
秋
浦

#、
腸
斷
玉
關

)」

◎

�・
李
白

詩
「
秋
浦
歌
」
［
十
七
首
］

「
秋
浦
多
白
猿
、
超

*
+飛

,。
牽
引
條
上
兒
、
飮
弄
水
中

#」
（

�四
句
、
其
の
四
）

□
白

-陂
◎

�・
李
白

詩
［

.秋
浦
白

-陂
］
（
二
首
、
其
の
二
）

「
白

-夜
長
嘯
、
爽
然
溪
谷

(。
魚
龍
動
陂
水
、
處
處
生
波
瀾
」

【
亭

/】

□
弄
水
亭
◎

�・
杜
牧
詩
［
春
末
題
池
州
弄
水
亭
］
「
使
君
四

十
四
、
兩
佩
左
銅
魚
。
…
」
（

�一
六
句
。
『
輿
地
紀


』
に
は
四
句
を

收
め
る
）

□
貴
池
亭
◎

�・
杜
牧
詩
［
題
池
州
貴
池
亭
］
「
勢
比
凌

0宋

武
臺
、
分
明
百
里

1帆
開
。
蜀
江

,浪
西
江
滿
、

2
�春

(去
却
來
」

（

�四
句
）

□
如

3亭
◎

�・
李
白

詩
［
秋
浦
歌
］
［
十
七
首
］

「
愁

作
秋

浦
曲
、

2看
秋
浦

�。
山
川
如

3縣
、
風
日

似
長

沙
」
（

�四
句
、
其

の
五
。『
輿
地
紀


』
の
【
秋
浦
詩
】
に
も
見
え
る
）

□

�
�亭

○
宋
・

楊

4秀
詩

序
［
詩
題
の

5り
］
「

從
提

6
7元
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章
、
登
齊
山
寺
後
上

�巖

�
�亭

、

�郡

�、
左

�溪
、
右
大
江
、

蓋

�境
云
」
「
西
山

�日
浴
長
江
、

	貫

�溪
作
一
光
、
…
客

子


窮
秋
浦
眼
、

�
�亭

上
上

�旁
」
（

�八
句
。
『
輿
地
紀

�』
に
は

見
え
な
い
）

【
樓
臺
】

□
蕭
相
樓
◎
宋
・
王
鞏
詩
［
蕭
相
樓
］
「
…
百
尺
樓
高
瞻
故

國
、
九

山
色
倚

�眸
。
定
知
直

�傳
千
古
、
杜
牧
文
章
在
上
頭
」

（

�八
句
）
（

�…
杜
牧
「
池
州
重
建
蕭
相
樓
記
」
を
引
く
）

□
九
峰
樓
○

�・
杜
牧
「
登
［
池
州
］
九
峰
樓
寄
張

�」
詩
「
百

感
由
來
不
自
由
、
角
聲
孤

�夕
陽
樓
。
…
」
（

�八
句
。
『
輿
地
紀

�』

に
は
詩
題
の
み
を
引
く
が
、
詩
句
は
引
か
な
い
）

●
『
方
輿

�覽
』
は
『
輿
地
紀

�』
よ
り
も
小
さ
な
地
理
總
志
で
あ

る
た
め
、
詩
跡
（
そ
の
候
補
を
含
む
）
の
數
自
體
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

が
、
引
用
す
る
詩
句
の
數
量
は
格
段
に
少
な
く
、
詩
跡
ご
と
に
一
首
を

引
く
の
が
一
般

�で
あ
る
。
こ
れ
は
詩
跡
の
持
つ
重


度
を
推
し
量
る

こ
と
を
困

�に
す
る
が
、
他
方
で
は
各
地
に
散
在
す
る
詩
跡
の
分
布

�

況
を
容
易
に
察
知
で
き
る
利
便
性
が
あ
る
。
ま
た
齊
山
の

�
�亭

な
ど

で
は
、
『
輿
地
紀

�』
と
『
方
輿

�覽
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ

�な
る
詩
人

の
作
を
引
用
す
る
。
や
は
り
無

�で
き
な
い
參
照
價
値
を
備
え
て
い
る
。

［
四
］
趙

�里
校
輯
『
元
一
統
志
』
に
は
、
池
州
路
の
條
を
缺
い
て

お
り
、
詩
跡
の

�
�
�況

は

�く
不
明
で
あ
る
。

元
の
劉
應
李
原

�・

�有
諒
改

�『
大
元
混
一
方
輿

�覽
』
卷
下
、

池
州
路
の
條
の
、
詩
跡
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

【
景

�】

□
如

�亭
○

�・
李
白

詩
［
秋
浦
歌
］
［
十
七
首
］

「
山
川
如

�縣
、
風
日
似
長
沙
」
（
其
の
五
。『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

□
弄
水
亭
○

�・
杜
牧
詩
［
春
末
題
池
州
弄
水
亭
］
「
使
君
四

十
四
、
兩
佩
左
銅
魚
。
…
」
（
一
二
句
。
郭
聲
波
整
理
本
は
四
句
を

 補

し
、

�篇
を
收

�。『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

□
九
峰
樓
○

�・
杜
牧
「
登
［
池
州
］
九
峰
樓
寄
張

�」
詩
「
百

感
由
來
不
自
由
、
角
聲
孤

�夕
陽
樓
」
（『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

●
本
條
も
、
宣

�市

!と
同
樣
に
南
方
地

!に
屬
す
る
た
め
、
基
本

�に
『
方
輿

�覽
』
の
極
端
な

"略
で
あ
り
、
詩
跡
の
考
察
に
お
け
る

價
値
は
乏
し
い
。

［
五
］
『
寰
宇

#志
』
卷
一
二
、
池
州
府
の
條
に
見
え
る
、
詩
跡

$び

そ
の
候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

【
山
川
】

□
齊
山
○
宋
・

%中
復
詩
［
齊
山
圖
］
「
當
時
齊
映
爲
州
日
、

中
國

&代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

�
�と

そ
の
展
開
（
植
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從
此
山
因
姓
得
名
。
却
自
牧
之
賦
詩
後
、

�逢
秋
至

�含

�」
（
『
輿

地
紀

�』
の
【
齊
山
詩
】
の
條
に
見
え
る
が
、
『
方
輿

�覽
』
に
は
收
め
な

い
）

□
水
車
嶺
○

�・
李
白
「
秋
浦
歌
」
（
詩
句
を
引
か
な
い
。
こ
れ
は
、
十

七
首
の
其
の
七
、
「
秋
浦
千
重
嶺
、
水
車
嶺
最
奇
」
を
指
す
。
『
輿
地
紀

�』

の
【
秋
浦
詩
】
の
條
に
見
え
る
が
、『
方
輿

�覽
』
に
は
收
め
な
い
）

【
樓
閣
】

□
蕭
相
樓

○
宋
・
蘇
轍

詩
［

�滕
侍

�池
州
蕭
丞
相
樓
］
（
二
首
、

其
の
一
）
「
樓

	始
覺
江
山
秀
［

�］
、
人
去
方
知


業

�」
（
『
輿

地
紀

�』
の
【
蕭
相
樓
詩
】
の
條
に
見
え
る
が
、
『
方
輿

�覽
』
に
は
收
め

な
い
）

○
宋
・
王
鞏
詩
［
蕭
相
樓
］
「
百
尺
樓
高
瞻
故
國
、
九

�山
色

倚

眸
」
（『
輿
地
紀

�』『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
る
）

□
九

�樓
○
宋
・
陳

�兪
詩
［
題
秋
浦
亭
］
「
只
因
山
色
好
、

來
上
九

�樓
」
（『
輿
地
紀

�』『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え
な
い
）

【
堂
亭
】

□
弄
水
亭
○
宋
・
陳

�兪
詩
［
弄
水
亭
］
「
未
識
貴
池
好
、
嘗

聞
弄
水
名
。
白
鳥
鑑
中
立
、
畫
船
天
上
行
」
（
『
輿
地
紀

�』
に
は
見
え

る
が
、『
方
輿

�覽
』
未
收
。

�…
「
堂
亭
倶
に
久
し
く
廢
す
」）

□

�
�亭

○
宋
・
郭

�正
（
功
甫
）
詩
［

�和
李
白
秋
浦
歌
［
十

七
首
］
（
其
の
十
六
）
「

�空

�
�亭

、
翫

�動
經
宿
。
更
待
雨
中

來
、
林
林
看
銀
竹
」
（

�四
句
。
『
輿
地
紀

�』
に
は
見
え
る
が
、
『
方
輿

�覽
』
未
收
。

�…
「

�址

�お
存
す
」）

【
題
詠
】

部
門
の
名
―
題
詠
は
、
『
方
輿

�覽
』
と
同
じ
で
あ
る
。
收

�す
る

詩
は
摘

�で
は
な
く
、
詩

�篇
を

�す
る
が
、
見
出
し
語
は
『
方
輿

�

覽
』
の
よ
う
な
詩
中
の
名
句
（
一
句
）
で
は
な
く
、
詩
題
（
そ
の
一
部
）

が
多
い
。
從
っ
て

�
�の

□
印
の
ご
と
き
、
山
川
・
樓
閣
・
堂
亭
の
名

稱
を
持
た
な
い
。
そ
れ
で
こ
こ
で
は
、
詩
跡
ご
と
に
分

�し
て
示
す
。

□
秋
浦

「
秋
浦
歌
」
と
題
し
て
、
「
秋
浦
長
似
秋
、
蕭
條
使
人
愁
」

で
始
ま
る

�・
李
白
「
秋
浦
歌
十
七
首
」
の

�篇
を
引
く
。
こ
れ
は

『
輿
地
紀

�』
の
【
秋
浦
詩
】
の
條
に
引
く
七
首
を
上
回
る
。

�收

�は
明
ら
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
缺
く
が
、
詩

�篇
を

�す
る
方
針
が
徹

底
さ
れ
た
も
の
か
。

○

�・
李
白
「

�溪

�夜
聞
笛
」
「
羌
笛

�
�引

、

 溪
隴
水

�。

!山
秋
浦

�、
腸
斷
玉
關

�」
（
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
に
も
見
え

る
）

□
玉
鏡
潭

○

�・
李
白

詩
［
與

"剛

�溪
玉
鏡
潭
宴
別
］
（
見
出

し
語
に
な
る
）
「
…
席

�開

�
#、

溪
當
大
樓
南
。
溪
水
正
南

$、

廻
作
玉
鏡
潭
。
…
」
（

�二
二
句
。
『
輿
地
紀

�』
は
四
句
、
『
方
輿

�覽
』
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は
二
句
收

�）

□
江

�石
○

�・
李
白
「
獨

�
�溪

江
石
上
、
寄

�昭
夷
」
「
我

携
一

�酒
、
獨
上
江

�石
。
自
從
天
地
開
、
更
長
幾
千
尺
。
…
」

（

	一
〇
句
、



�の

總
志
に
は
見
え
な
い
）

□

�溪
○

�・
李
白
「
宿

�溪

�人
」
「
夜
到

�溪
宿
、

�人
碧

巖
裏
。
簷
楹
掛
星
斗
、
枕
席

風
水
、
…
」
（

	六
句
。



�の
總
志

に
は
見
え
な
い
）

□
白

�陂
○

�・
李
白

「
�秋

浦
白

�陂
」
（
二
首
）

「
何
處

夜
行
好
、

�明
白

�陂
。
山
光
搖
積

�、
猿
影
挂

�枝
」
「
白

�

夜
長
嘯
、
爽
然
溪
谷

�。
魚
龍
動
陂
水
、
處
處
生
波
瀾
」
（
『
輿
地
紀

�』
は
二
首
各
四
句
、『
方
輿

�覽
』
は
一
首
四
句
を
收

�）

□
齊
山

○

�・
杜
牧

詩
［
九
日
齊
山
登
高
］

「
江
涵
秋
影
雁

初
飛
、
與
客
携
壺
上

�
�。

塵
世

�逢
開
口
笑
、

�
�須
�滿

頭
歸
。

但
將
酩
酊
酬
佳

�、
不
用
登
臨
怨

�暉
。
古

�今
來
只
如
此
、
牛
山

何
必

�［
獨
］
沾
衣
」
（
『
方
輿

�覽
』
と
同
じ

	八
句
。
『
輿
地
紀

�』

に
は



�四

句
を
引
く
。
見
出
し
語
は
「
九
日
登
齊
山
」）

□

�
�亭

○
宋
・
岳
飛
詩
［
題
池
州

�
�亭

］
「
經
年
塵
土
滿

征
衣
、
特
特

�
 上

�
�。

好
水
好
山
看
未
足
、
馬
蹄
催
趁

�明
歸
」

（

	四
句
。



�の

總
志
に
は
見
え
な
い
）

●
『
寰
宇

!志
』
に
は
、『
輿
地
紀

�』
に
は
見
え
る
が
、『
方
輿

�

覽
』
未
收
の
詩
句
も
あ
り
、

�
�亭

の
場
合
は
、
『
輿
地
紀

�』
や

『
方
輿

�覽
』
に
は
見
え
な
い
宋
・
岳
飛
の

"名
な
詩
を
引
く
。
さ
ら

に
『
方
輿

�覽
』
に
は
見
え
ず
、
『
輿
地
紀

�』
に
見
え
る
詩
句
を
も

引
用
す
る
。
ま
た
江

�石
の
ご
と
く
、
新
た
に

�げ
た
項
目
も
あ
る
が
、

詩
作
の
繼
承
性
に
は
乏
し
い
。

［
六
］
『
大
明
一
統
志
』
卷
一
六
、
池
州
府
の
條
に
見
え
る
、
詩
跡

#

び
そ
の
候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

【
山
川
】

□
齊
山

○

�・
杜
牧
「
九
日
登
山
」［
九
日
齊
山
登
高
］
「
江
涵

秋
影
雁
初
飛
、
與
客
携
壺
上

�
�。

…
」
（



�四

句
。
『
寰
宇

!志
』

は
【
題
詠
】
に
收
め
て

	篇
を
引
く
。
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
に
も
見

え
る
）

○
宋
・

$中
復
詩
［
齊
山
圖
］
「
當
時
齊
映
爲
州
日
、
從
此
山

因
姓
得
名
。
却
自
牧
之
賦
詩
後
、

%逢
秋
至

�含

&」
（
『
寰
宇

!志
』

『
輿
地
紀

�』
に
も
見
え
る
）

□
水
車
嶺

○
宋
・
郭
功
父
（
功
父
は
功
甫
。
郭

'正
の
こ
と
）
「
和
李

白
詩
」
［

(和
李
白
秋
浦
歌
［
十
七
首
］
］
（
其
の
九
）

「

)丈
水

車
嶺
、

*如
九

疊
屏
。

北
風
來
不

斷
、
六

�自
氷
生
」
（

	四
句
。

『
方
輿

�覽
』
『
輿
地
紀

�』
に
も
見
え
る
が
、
『
寰
宇

!志
』
に
見
え
な
い
）

中
國

+代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

"
�と

そ
の
展
開
（
植
木
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□
�溪

○

�・
李
白
詩
［
宿

�溪

�人
］
「
夜
到

�溪
宿
、

�

人
碧
巖
裏
。
簷
楹
掛
星
斗
、
枕
席

�風
水
」
（
和
刻
本
は

�溪
を

�溪

に
作
る
。『
寰
宇

�志
』
に
見
え
る
）

□
秋
浦

○

�・
李
白

詩
［
秋
浦
歌
十
七
首
］
「
愁
作
秋
浦
曲
、

�看
秋
浦

	。
山
川
如


縣
、
風
日
似
長
沙
」
（

�四
句
、
其
の
五
。

『
寰
宇

�志
』『
輿
地
紀

�』
に
も
見
え
る
）

○

�・
杜
牧
詩
［
池
州

孟
遲
先
輩
］
「
秋
浦
倚

�江
、
去

�

飛

�鶻
。
溪
山
好
圖
畫
［
畫
圖
］
、
洞
壑
深
閨
闥
」
（
『
輿
地
紀

�』
に

は
見
え
る
が
、『
寰
宇

�志
』
未
收
）

【
宮
室
】

□
蕭
相
樓

○
宋
・
蘇
轍

詩
［

�滕
侍

�池
州
蕭
丞
相
樓
］
（
二
首
、

其
の
一
）
「
樓

�始
覺
江
山
秀
［

�］
、
人
去
方
知

�業

�」
（
『
寰

宇

�志
』『
輿
地
紀

�』
に
も
見
え
る
）

□
九

�樓
○
宋
・
陳

�兪
詩
［
題
秋
浦
亭
］
「
只
因
山
色
好
、

來
上
九

�樓
」
（『
寰
宇

�志
』
の
み
に
見
え
る
）

□
弄
水
亭
○
宋
・
陳

�兪
詩
［
弄
水
亭
］
「
未
識
貴
池
好
、
嘗

聞
弄
水
名
。
白
鳥
鑑
中
立
、
畫
船
天
上
行
」
（
『
寰
宇

�志
』
『
輿
地
紀

�』
に
も
見
え
る
）

□

�
�亭
○
宋
・
郭

�正
（
功
甫
）
詩
［

�和
李
白
秋
浦
歌
［
十

七
首
］
（
其
の
十
六
）
「

�空

�
�亭

、
翫

�動
經
宿
。
更
待
雨
中

來
、
林
林
看
銀
竹
」
（

�四
句
。
『
寰
宇

�志
』
『
輿
地
紀

�』
に
も
見
え

る
）

○
宋
・
岳
飛
詩
［
題
池
州

�
�亭

］
「
經
年
塵
土
滿
征
衣
、
特

特

�
�上

�
�。

好
水
好
山

�［
看
］
未
足
、
馬
蹄
催
趁

�明
歸
」

（

�四
句
。『
寰
宇

�志
』
の
み
に
見
え
る
）

●
詩
文
の
創
作
・
鑑
賞
の
た
め
の
地
理
知
識
に
重
點
が
置
か
れ
た
最

後
の
地
理
總
志
『
大
明
一
統
志
』
で
は
、
題
詠
門
自
體
は

 ら
れ
た
が
、

『
寰
宇

�志
』
の
題
詠
門
に
收
め
ら
れ
て
い
た
詩
は
、
他
の
部
門
の
な

か
に
引
か
れ
て
お
り
、
大
き
な

!同
は
な
い
。
『
寰
宇

�志
』
に
見
え

る
江

"石
と
白

#陂
は
見
え
な
い
が
、
こ
の
二
つ
は
作
詩
の
繼
承
性
に

乏
し
い
場

$で
あ
る
。
ま
た

�
�亭

に
お
け
る
岳
飛
の
詩
は
、
明
ら
か

に
『
寰
宇

�志
』
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
詩
跡
考
察
の
面
で
は
、

『
寰
宇

�志
』
と
『
大
明
一
統
志
』
は
、
一
方
を
見
さ
え
す
れ
ば
大
き

な
支
障
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

［
七
］

�の
『
嘉
慶
重
修
一
統
志
』
卷
一
一
五
～
一
一
九
、
池
州
府

の
條
に
見
え
る
、
詩
跡

%び
そ
の
候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如

く
で
あ
る
。

【
山
川
】

□
齊
山

「
�の

杜
牧
に
『
九
日
齊
山
登
高
』
詩
有
り
」
と
の
み
あ
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り
、
詩
句
を
引
か
な
い
。
ま
た
『
方
輿

�覽
』
の
な
か
に
見
え
る
《

齊
山
の
名
は
齊
映
に
も
と
づ
く
》
と
い
う

�は
、
宋
の

�中
復
の
詩
、

�必
大
の
記
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
齊
映
は
池
州
刺
史
に

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
池
州
刺
史
と
な
っ
た
齊
照
の

�り
で
あ
ろ
う

と
す
る
。
本
書
が
詩
跡
の
場

�を
考
察
す
る
際
に
有
用
な
こ
と
を
表

す
例
で
あ
る
が
、
詩
の
引
用
は
少
な
い
。

【
古
跡
】

□
九

�樓
「

	の
杜
牧
に
『
九

�樓
、
寄
張


［

�］
』
詩
有
り
」

と
あ
る
が
、
詩
句
を
引
か
な
い
。
ま
た
こ
の
杜
牧
詩
は
、
じ
つ
は

「
登
池
州
九
峰
樓
寄
張

�」
詩
（
『
方
輿

�覽
』
『
寰
宇

�志
』
に
も
見
え

る
）
と
題
さ
れ
、
九

�樓
で
は
な
い
。
九

�も
九
峰
も
同
じ
く
九

�

山
を
指
し
、
『
寰
宇

�志
』
卷
一
二
に
は
、
兩
樓
は
同
じ
と
す
る
或

�も
見
え
る
が
…
（『
方
輿

�覽
』
は
兩
樓
を

別
す
る
）

【
寺

�】

□
太

�羅

�寺
「

	の
杜
牧
に
『
池
州
廢
林
泉
寺
』
詩
有
り
」
と
あ

る
が
、
詩
句
を
引
か
な
い
。
太

�羅

�寺
は

	の
林
泉
寺
の

�身
。

『
輿
地
紀

�』
に
引
く
杜
牧
の

�句
？
に
、「
廢
寺
碧
溪
上
、
今
爲
太

�寺
」
と
あ
る
（

�
�）

□
齊
山
寺

「
宋
の
楊

�里
に
『
宿
［
池
州
］
齊
山
寺
、［

�杜
牧
之

九
日
登
高
處
］』
詩
有
り
」
と
あ
る
が
、
詩
句
を
引
か
な
い
。

●
詞
章
の
學
へ
の

�向
が
失
わ
れ
た
『
嘉
慶
重
修
一
統
志
』
は
、
詩

跡

�究
の

�點
か
ら
い
え
ば
、
『
輿
地
紀

�』
『
方
輿

�覽
』
『
寰
宇

�

志
』
『
大
明
一
統
志
』
よ
り
も
利
用
價
値
に
乏
し
い
。
太

�羅

�寺
・

齊
山
寺
な
ど
、
從
來
の
地
理
總
志
に
は
珍
し
い
項
目
で
あ
る
が
、
作
詩

の
繼
承
に
乏
し
い
場

�で
あ
る
。
た
だ
齊
山
の
名
稱
に
關
す
る
論

�な

ど
、
廣
く
詩
跡
の
場

�の

�究
・
確

�に
は
、
や
は
り
重

�な
文
獻
で

あ
る
。

第
三
章

山
東
省
濟
南
市

�

［
一
］

	の
李
吉
甫
撰
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
卷
一
〇
、
河
南

�六
、

齊
州

�
�縣

の
條
に
は
、
濟
南
市


�に

あ
る

�不

�山
な
ど
が
見
え

る
が
、
詩
と
關

�す
る
記
事
は
な
い
。

北
宋
初
期
の
樂
史
撰
『
太

�寰
宇
記
』
卷
一
九
、
河
南

�一
九
、
齊

州

�
�縣

の
條
に
も
、
詩
文
と
の
關

�に
言

 し
な
い
。
續
く
北
宋
中

期
の
王
存
等
撰
『
元
豐
九
域
志
』
卷
一
、
京
東
路
、
齊
州
の
條
は
、
た

だ
行
政

畫
の
み
を
記
し
、
『
新
定
九
域
志
』
卷
一
に
は
、
齊
州
の
條

を
缺
い
て
い
る
。
北
宋
末
の
歐
陽

!撰
『
輿
地
廣
記
』
卷
六
、
京
東
東

路
、
齊
州

�
�縣

の
條
に
も
、
詩
跡
關

�事
項
は
見
え
な
い
。

［
二
］
南
宋
期
を
代
表
す
る
王
象
之
撰
『
輿
地
紀

�』
と

"穆
原
撰
、

中
國

�代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

#
$と

そ
の
展
開
（
植
木
）
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子
の

�洙

�訂
『
方
輿

�覽
』
の
兩
地
理
總
志
は
、
基
本

�に
南
宋
の

領
域

�を
對
象
と
し
て
お
り
、
淮
河
以
北
の
北
中
國
（
當
時
、
金
の
支

配
下
）
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
。
し
か
し
『
輿
地
紀

�』
の
撰

�王
象

之
は
、
二
〇
〇
卷
を
完

�し
た
後
、
南
宋
の
領
域
外
の
「
西
北

	郡
も

亦
た


第
に

�集
す
」
（
自
序
）
る
計
畫
を

�い
て
い
た
。
そ
れ
を
裏

づ
け
る
よ
う
に
、『
大

一
統
志
』『
永
樂
大
典
』『
記
纂
淵

�』
（
南
宋
・

潘
自
牧
纂
集
）
な
ど
の
書
物
か
ら
、
南
宋
の
領
域
外
の
地
に
關
す
る

『
輿
地
紀

�』
の

�文
が
大
量
に
發
見
さ
れ
て
い
る
。

�年

�纂
さ
れ

た
『
輿
地
紀

�輯
補
（

�）』
（
『
輿
地
紀

�』
［
四
川
大
學
出
版

�、
宋
元
地
理
志

叢
刊
、
二
〇
〇
五
年
］

�收
）
卷
二
〇
、
濟
南
府
、

・
景
物

・
の
條
に
は
、

�

ほ
う

�泉
な
ど
の
名
稱
も
見
え
る
が
、
詩
句
の
引
用
は
な
い
。
詩
の
引
用

を
缺
く
點
は
、
『
輿
地
紀

�輯
補
』
に
共

�す
る
特
色
で
あ
り
、
北
中

國
の
詩
跡
に
對
し
て
果
た
す
『
輿
地
紀

�輯
補
』
の
價
値
は
、
極
め
て

乏
し
い
。

［
三
］
趙

�里
校
輯
『
元
一
統
志
』
卷
一
、
濟
南
路
の
條
に
見
え
る
、

詩
跡
關

�事
項
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

【
山
川
】

□
西
湖
（
大
明
湖
の

�稱
）

「
南
豐
の
曾
鞏

郡
を
守
り
し
日
、
詩

有
り
」
と
あ
る
が
、
詩
句
を
引
か
な
い
。

○
宋
・
蘇
轍
詩
［
和
李

�之
待
制
燕
別
西
湖
］
「
…
談
笑

�

事
畢
、

�罍
與
客
倶
。
高

�生

�岫
、

興
發

�湖
。
坐
使
羇

�士
、

皆

 
!
"徂

。
…
」
（

#一
六
句
）。
さ
ら
に
そ
の
長
い
序
文
も
引
用

す
る
。【
古
跡
】

□
百

$臺
宋
・
曾
鞏
詩
［
百

$臺
］
「
莫
問
臺

%
$
�
�、

試

看
何
似
武
陵

�」
（
こ
こ
も
、
「
南
豐
の
曾
鞏

郡
を
守
り
し
日
、
詩
有
り

て
曰
く
」
と
し
て
引
く
）

●
西
湖
（
大
明
湖
）
は
、
濟
南
市

&を
代
表
す
る
詩
跡
で
あ
り
、
そ

れ
が
當
地
（
齊
州
）
の
長
官
に
な
っ
た
北
宋
の
曾
鞏
に
始
ま
る
、
と
す

る
指
摘
は
重

'で
あ
る
。
『
元
一
統
志
』
が
殘
缺
し
て
い
な
け
れ
ば
、

卷
數
の
多
さ
（
一
三
〇
〇
卷
）
か
ら
考
え
て
、
詩
跡
に
關
す
る
豐
か
な

�報
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
僅
か
な
斷
片
し
か
傳
わ
ら
な
い
の
が
惜

し
ま
れ
る
。

●
小
型
の
地
理
總
志
、
元
の
劉
應
李
原

�・

(有
諒
改

�『
大
元
混

一
方
輿

�覽
』
卷
上
、
濟
南
路
の
條
は

)略
で
あ
り
、
詩
跡
に
關

�す

る
事
項
は

#く
見
え
な
い
。
こ
れ
は
重

'な
依
據

*料
で
あ
る
『
方
輿

�覽
』
の
記
載
が
南
宋
の

+領
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
詩
に
關
す
る

*

料
を
容
易
に
得
ら
れ
な
い

,況
を
反
映
す
る
。
南
宋
の

+領
下
に
あ
っ

た
宣

-・
池
州
と
の

.い
は
明
白
で
あ
る
。
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［
四
］
『
寰
宇

�志
』
卷
七
〇
、
濟
南
府
の
條
に
見
え
る
、
詩
跡

�び

そ
の
候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

【
山
川
】

□

�不

�山
○

�・
李
白

詩
［
古
風
五
十
九
首
］
（
其
の
十
八
）

「
昔
我

�齊

�、
登

�不
�峰

。
茲
山
何
竣
秀
、

	

如

�
�」

【
臺

】

□
百

�臺
○
宋
・
曾
鞏
詩
［
百

�臺
］
「
莫
問
臺

�
�
�
�、

試
看
何
似
武
陵

�」
（『
元
一
統
志
』
に
見
え
る
）

□

�臺
○
金
・
任
詢

詩
［
濟
南

�臺
］
（
三
首
、
其
の
三
）
「

	

樹
［
柳
］
橋
邊
簇
錦
鞍
、
紅
紗
影
裏
照

�鬟
。
歸
來
書
几
高
燒
燭
、

渾
似
江

�一

�
�」

【
井
泉
】

□
金
線
泉
○
宋
・
曾
鞏
詩
［
金
絲
泉
］
「
雲
依
美

�爭
�縷

、

�照

�［
靈
］

�巧
上
絃
」
（
金
線
泉
と
金
絲
泉
は
同
じ
泉
で
あ
ろ
う
。

或
い
は
一
方
が

�り
か
）

□

�泉
「
宋
・
歐
陽
脩

詩
有
り
、
題
詠
に
見
ゆ
」
と
あ
る
。
（
後

引
）

【
題
詠
】

收

�す
る
詩
は
摘

�で
は
な
く
、
詩

�篇
を

�す
る
が
、

 げ
る
語

は
詩
題
（
そ
の
一
部
）
が
多
い
。

�
 の

□
印
の
ご
と
き
、
山
川
・
臺

・
井
泉
の
名
稱
を
持
た
な
い
た
め
、
詩
跡
ご
と
に
分

!し
て
示
す
。

□

"下
亭
○

�・
杜
甫
詩
［
陪
李
北

#宴

"下
亭
］
「
東

$
%

&蓋
、
北

'凌

(河
。

#右
此
亭
古
、
濟
南
名
士
多
。
雲
山
已
發
興
、

玉
佩
仍
當
歌
。
脩
竹
不
受

)、
交
流
空

*波
。
…
」
（

�一
二
句
）

□
鵲
山
湖

○

�・
李
白

詩
［
陪
從

+濟
南
太
守
汎
鵲
山
湖
］
（
三

首
）

「
初
謂
鵲
山

�、

,知
湖
水
遙
。
…
」
（

�四
句
。
其
の
一
）

「
湖
闊
數
千
里
、
湖
光
搖
碧
山
。
…
」
（

�四
句
。
其
の
二
）「
水
入
北

湖
去
、
舟
從
南
浦
回
。
…
」
（

�四
句
。
其
の
三
）

○

�・
杜
甫
「
湖
上
懷
李
員
外
」
詩
「
野
亭
逼
湖
水
、
歇
馬
高

林

�。

-吼
風
波
［

.］
波
、
魚
跳
日
映
山
。
…
」
（

�八
句
）

□

�泉
○
宋
・
歐
陽
脩

詩
［
留
題
齊
州

�泉
］
「
…

/
�已

死
三
千
年
、

0田
浚
井
雖
鄙
事
、
至
今

1址
［
跡
］

2依
然
、

"山

之
下
有

�泉
。
…
」
（

�一
八
句
）

□

�不

�山
○
宋
・
曾
鞏
詩
［

�不

�山
］
「
虎
牙
千
仞
立

3

3、
峻

4遙
臨
濟
水
南
。


嶺
嫩
嵐

5可

6、
金
輿
陳
跡
久
誰
探
。
…
」

（

�八
句
）

□
7
8泉

○
元
・
趙
孟

9

ふ

詩
［

7
8泉

］
「

:水
發
源
天
下
無
、

;地
擁
出
白
玉
壺
。
…
雲
霧
潤

<
�不

�、
波
濤
聲
震
大
明
湖
。
…
」

（

�八
句
）

中
國

"代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の
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□
�祠

○
元
［
金
］・
元
好
問
詩
［

�泉
、
效

�
�
�州

府
君
體
］

「
重

�初
側
陋
、
營
［
嘗
］

�
�山

田
。
至
今

�
	下

［
下

	］、
有

此
東


［
西
］
泉
。
喪
亂
二
十
載
、
祠
宇
爲

�
�。

鹵
［
兩
］
泉
廢

不
治
、
漸

瓦
礫

�。
…
」
（
二
八
句
、
二
句

�。

�泉
は

�祠
の
ほ
と

り
に
あ
る
）

●
北
中
國
に
あ
っ
て
は
、
大
型
の
地
理
總
志
『
元
一
統
志
』
が
ほ
と

ん
ど
失
わ
れ
た
現
在
、
明
代
の
『
寰
宇

�志
』
が
、
詩
跡

�び
そ
の
候

補
に
關
す
る
も
の
を

�べ
る
う
え
で
、
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
地
理
總
志

で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
南
宋
期
の
詳
し
い
『
輿
地
紀

�』
や
『
方
輿

�

覽
』
を
活
用
で
き
る
南
中
國
と
は
、
大
き
く

�な
っ
て
い
る
。
し
か
も

『
寰
宇

�志
』
は
、
各
項
目
ご
と
に
一
首
の
詩
だ
け
を
引
く
傾
向
を
持

ち
、
作
詩
の
繼
承
性
を
推
測
す
る
こ
と
は
困

�で
あ
る
。
し
か
し

�の

李
白
・
杜
甫
、
宋
の
曾
鞏
・
歐
陽
脩
、
金
の
元
好
問
、
元
の
趙
孟

�ら

に
よ
っ
て
、
濟
南
の
詩
跡
が
形

�さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

［
五
］
『
大
明
一
統
志
』
卷
二
二
、
濟
南
府
の
條
に
見
え
る
、
詩
跡

�

び
そ
の
候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
◎
は

『
寰
宇

�志
』
に
收
め
る
詩
で
あ
る
。

【
山
川
】

□

�不

�山
◎

�・
李
白

詩
［
古
風
五
十
九
首
］
（
其
の
十
八
）

「
昔
我

�齊

�、
登

�不

�峰
。
茲
山
何
竣
秀
、

�秀
［

�］
如

�

�」
（

 一
〇
句
）

□
鵲
山
○
宋
・
曾
鞏
詩
［
鵲
山
］
「
一
峰
孤

!勢
崔
嵬
、
秀
色

"
#入

酒
盃
。
…
」
（
八
句
。『
寰
宇

�志
』
に
見
え
な
い
）

□
鮑
山
○
宋
・
曾
鞏
詩
［
鮑
山
］
「
雲
中
一
點
鮑
山

$、
東

%

能
令
兩
眼
明
。

&
�人

心
是
矛
戟
、
山
中

'得
叔
牙

	」
（

 四
句
、

『
寰
宇

�志
』
に
見
え
な
い
）

□
大
明
湖
（
＝
西
湖
）
○
宋
・
曾
鞏

詩
［
西
湖
］
（
二
首
、
其
の
二
）

「
湖
面

(隨
葦
岸
長
、
碧
天
垂
影
入

)光
。
一
川
風
露

*
+曉

、
六

,蓬
瀛
燕
坐
涼
。
…
」
（

 八
句
。
和
刻
本
は
大
明
湖
を
大
明
河
に

-る
。

『
寰
宇

�志
』
に
見
え
な
い
）

□
鵲
山

◎

�・
李
白

詩
［
陪
從

�濟
南
太
守
泛
汎
鵲
山
湖
］
（
三

首
、
其
の
二
）
「
湖
闊
數
千
里
、
湖
光
搖
碧
山
。
…
」
（

 四
句
）

□

.
/泉

◎
元
・
趙
孟

�

詩
［

.
/泉

］
「

0水
發
源
天
下
無
、

(地
擁
出
白
玉
壺
。
…
雲
霧
潤

1
�不

�、
波
濤
聲
震
大
明
湖
。
…
」

（

 八
句
）

□
金
線
泉
◎
宋
・
曾
鞏
詩
［
金
絲
泉
］
「
王
［
玉
］
甃
常

2
3

氣
鮮
、
金
線
［
絲
］
不
定
路
南
泉
。
無
風
到
底
塵
埃
盡
、
界
破
氷

4

［
霜
］
一

片
天
」
（
四
句
。
中

5の
四
句
を

略
し
、
『
寰
宇

�志
』
に
見
え
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る
二
句
を
缺
く
。
ま
た
『
寰
宇

�志
』
と
同
樣
に
、
金
線
泉
を

�げ
な
が
ら

「
金
絲
泉
」
詩
を
引
く
）

□

�泉
○
宋
・
曾
鞏

詩
［

�泉
］

「
山
麓

�
�
�故

壟
、
井

幹
餘
汲
見
飛
泉
。

�涵
廣
陌
能

	雨
、
冷



�湖

別
有
天
」
（
『
寰
宇

�志
』
に
は
見
え
な
い
）

【
宮
室
】

□

�下
亭

◎

・
杜
甫
「
［
陪
李
北

�］
燕
［
宴
］

�下
亭
」
詩

「
東

�
�
�蓋

、
北

�凌

�河
。

�右
此
亭
古
、
濟
南
名
士
多
。
雲

山
已
發
興
、
玉
佩
仍
當
歌
。
脩
竹
不
受

�、
交
流
空

�波
。
…
」

（

�一
二
句
）

□
鵲
山
亭
○
宋
・
曾
鞏
詩
［
鵲
山
亭
］
「
大
亭
孤

�壓

�
�、

屋
角
峨
峨

�紫

�。

�水
飛

�來
野
岸
、
鵲
山

�
�入

�天
」
（

�

四
句
。『
寰
宇

�志
』
に
は
見
え
な
い
）

□
北

�亭
○
宋
・
曾
鞏
詩
［
北

�亭
］
「
四
楹

 
!地

無

"、

斷

#孤
高
與
使
君
。
…
」
（

�八
句
。『
寰
宇

�志
』
に
は
見
え
な
い
）

□
水
香
亭
○
宋
・
曾
鞏
詩
［
水
香
亭
］
「
…
群
玉

$林
抽

%竹
、

雙
虹
垂
岸
跨

�橋
。
煩
［

&］
依
美

'魚
爭
餌
、

�見

(沙
水
滿
橈
。

莫
問

)
*開
幾
曲
、
但
知
行
處

+香
飄
」
（

�八
句
、
『
寰
宇

�志
』
に

は
見
え
な
い
）

□

,波
亭
○
宋
・
曾
鞏
詩
［

,波
亭
］
「
…
楊
柳
巧
含

�景

合
、

-
.爭
帶
露

/開
。

�頭
山
色
相
圍
出
、
簷
底
波
聲
四
面
來
。
…
」

（

�八
句
、『
寰
宇

�志
』
に
は
見
え
な
い
）

□
百

*臺
◎
宋
・
曾
鞏
詩
［
百

*臺
］
「

�波
與
客
同
樽
［

0］

酒
、
風

1
�家

上
采
舟
。
莫
問
臺

2
*
3
4、

試
看
何
似
武
陵

5」

（

�四
句
。『
元
一
統
志
』『
寰
宇

�志
』
に
は
、
後

6二
句
の
み
）

□

7臺
◎
金
・
任
詢
「
登
臺
」
詩
［
濟
南

7臺
］
（
三
首
、
其
の
三
）

「

8樹
［
柳
］
橋
邊
簇
錦
鞍
、
紅
紗
影
裏
照

�鬟
。
歸
來
書
几
高
燒

燭
、
渾
似
江

9一

:
;」

（『
寰
宇

�志
』
に
見
え
る
）

【
關
梁
】

□
百

*橋
○
宋
・
曾
鞏

詩
［
離
齊
州
後
］
（
五
首
、
其
の
四
）

「
從
此
七
橋
風
與

1、

:魂
長
到
木

<舟
」
（
『
寰
宇

�志
』
に
は
見
え

な
い
）

□

-
.橋

○
宋
・
曾
鞏
詩
［

-
.橋

］
「
雁
翅

=
>杜

?洲
、

碧
闌
干
影
在
中
流
。
…
」
（

�

四
句
。
『
寰
宇

�志
』
に
は
見
え
な
い
）

●
南
方
の
宣

�・
池
州
に
お
い
て
は
、
『
寰
宇

�志
』
と
『
大
明
一

統
志
』
は
、
一
方
を
見
さ
え
す
れ
ば
、
大
き
な
支
障
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
た
。
し
か
し
北
方
の
濟
南
の
場
合
、『
大
明
一
統
志
』
は
、『
寰
宇

�志
』
に
は
見
え
な
い
鵲
山
・
鮑
山
・
大
明
湖
・

�泉
・
鵲
山
亭
・
北

�亭
・
水
香
亭
・

,波
亭
・
百

*橋
・

-
.橋

の
一
〇
項
目
に
お
い
て
、

詩
句
を
引
い
て
い
る
。
（
た

だ
し
『
寰
宇

�志
』
に
見
え
る

�祠
を
缺
く
）

中
國

�代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
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の
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も
ち
ろ
ん
、
そ
の
大

�は
作
詩
の
繼
承
性
に
乏
し
い
場

�で
あ
り
、

し
か
も
そ
の

�て
が
北
宋
の
曾
鞏
の
詩
で
あ
る
。
こ
の
點
を
念
頭
に
置

い
て
も
、
『
大
明
一
統
志
』
の
ほ
う
が
、
詩
句
の
引
用
が
多
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
詩
跡

�究
で
は
『
寰
宇

�志
』
よ
り
も
重

�す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

［
六
］
『
嘉
慶
重
修
一
統
志
』
卷
一
六
二
～
一
六
四
、
濟
南
府
の
條

に
見
え
る
、
詩
跡

�び
そ
の
候
補
に
關
す
る
も
の
は
、
以
下
の
如
く
で

あ
る
。

【
山
川
】

□

	不


山
「
本

�［

�］
乾

十
三
年
、
高
宗
純
皇

�東

�し
、

御
製
『

	不


山
』
［

	不


］
の
詩
有
り
」
と
あ
る
が
、
詩
句
を

引
か
な
い
。

□

�
�泉

「
本

�康
煕
二
十
三
年
、

�
�仁

皇

�、
濟
南
に
駕
幸
し
、

額
を
賜
ひ
て
「
激
湍
」
と
曰
ひ
、
「
源

�流

�」
と
曰
ひ
、
并
び
に

御
製
『

�
�泉

』
［

�
�泉

、
留
題
源

�流

�四
字
］
の
詩
あ
り
。

乾

十
三
年
、
高
宗
純
皇

�東

�し
て
此
を
經
、
御
製
『

�
�の

�

�泉
の
韻
に

�す
』［
恭
依
皇

�
�
�泉

詩
韻
］、

�び
『
再
び

�
�

泉
に
題
す
』
の

�詩
有
り
」
と
あ
る
。

□
珍
珠
泉
「
本

�康
煕
二
十
三
年
、

�
�仁

皇

�、
扁
に
御
書
し
て

「

�
�」
と
曰
ひ
、
二
十
八
年
、
再
び
幸
し
て
、
扁
を
賜
ひ
て
「
作

霖
」
と
曰
ひ
、
并
び
に
御
製
『
珍
珠
泉
を

�る
』
の
詩
あ
り
。
乾



十
三
年
、
高
宗
純
皇

�東

�し
、
亦
た
御
製
「
珍
珠
泉
」
の
詩
有
り
」

と
あ
る
。

【
古
跡
】

□
會
波
樓
「
本

�乾

十
三
年
、
高
宗
純
皇

�東

�し
て
此
に
登
り
、

御
製
『
會
波
樓
』［
登
會
波
樓
］
の
詩
有
り
」。

□

�下
亭

「
杜
甫
の
詩
［
陪
李
北

�宴

�下
亭
］
に
、
『

�右
此

の
亭
古
し
』
と
。
…
本

�乾

十
三
年
、
高
宗
純
皇

�東

�し
、
御

製
『

�下
亭
』
の
詩
［
三
首
］
有
り
」
と
あ
る
。

□
水
香
亭
「
曾
鞏
に
詩
［
水
香
亭
］
有
り
」
。
（

�下
亭
の
條
に
言

�。

『
大
明
一
統
志
』
に
見
え
る
）

□
北

�亭
「
曾
鞏
・
元
の

�

か
く

經
、
皆
な
詩
有
り
」
と
の
み
あ
る
。

（
曾
鞏
の
詩
「
北

�亭
」
は
『
大
明
一
統
志
』
に
見
え
る
。
ち
な
み
に

�經

の
詩
は
、「
使
宋

�濟
南
宴
北

�亭
」
で
あ
る
）

□

�家
園
○
北
齊
・
尹
孝

�

詩
「
風
淪

�
 水

、

!倚

	山
樹
」

（
二
句
。

	山
は

	不


山
。

"・
段

#式
『
酉
陽
雜
俎
』
卷
一
二
、
語

$篇
に
見
え
る
）

【
津
梁
】

□
鵲

	橋
（
百

%橋
は
、
そ
の
古
名
）
○
宋
・
曾
鞏
詩
［
離
齊
州
後
］
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（
五
首
、
其
の
四
）

「
從
此
七
橋
風
與

�、

�魂
長
到
木

�舟
」

（
『
大
明
一
統
志
』
に
見
え
る
）
さ
ら
に
「
本

�乾

�十
三
年
、
高
宗

純
皇

�東
�し

て
此
を
經
、
御
製
『
鵲

	橋
』
の
詩
［
三
首
］
有
り
」

□


源
橋

「
蘇
轍
に
詩
有
り
」
と
あ
る
が
、
そ
の
詩
は
未
詳
。
（




の

�は
ラ
ク
）

【
祠
廟
】

□

�祠
「
本

�乾

�十
三
年
、
高
宗
純
皇

�東

�し
て
此
に
登
り
、

御
製
『

�廟
に

す
』
の
詩
有
り
」
と
あ
る
。

●
濟
南
市

�に
お
け
る
『
嘉
慶
重
修
一
統
志
』
の
記
載
は
、

�の
康

煕

�・
乾

�
�の

作
詩
記
事
が
多
い
こ
と
を
特
�と
す
る
。
そ
れ
は
、

本
書
が

�
�官

修
の
地
理
總
志
で
あ
る
た
め
の
、
當
然
の
歸
結
で
あ
ろ

う
が
、

�意
す
べ
き
點
は
、
兩

�が
作
詩
し
た

	不
�山

・

�
�泉

・

�下
亭
・
水
香
亭
・
鵲

	橋
・

�祠
な
ど
は
、
大

�が
詩
に
詠
み
つ
が

れ
た
場

�で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
兩

�の
詩
も
詩
跡

�究
に

�
く
無
價
値
な
わ
け
で
は
な
い
。
他
方
、
會
波
樓
は
乾

�
�が

作
詩
し
た

た
め
に
設
け
ら
れ
た
新
項
目
で
あ
る
。
ま
た

�家
園
は
、
從
來
の
地
理

總
志
に
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
作
詩
の
繼
承
性
に
乏
し
い
場

�で

あ
る
。
『
嘉
慶
重
修
一
統
志
』
の
詩
跡
關

�の
記
事
は
皇

�中
心
で
あ

る
た
め
、
北
方
の
廣
範
な
詩
跡
を
考
察
す
る
う
え
で
は
『
寰
宇

�志
』

や
『
大
明
一
統
志
』
よ
り
も
劣
る
が
、
詩
跡
の
場

�の
確

�等
に
は
、

や
は
り
重

�な
文
獻
で
あ
る
。

［
小

結
］

南
方
の
安
徽
省
宣

�市

�と
池
州
市
、
お
よ
び
北
方
の
山
東
省
濟
南

市

�を

�し
て
、
詩
跡
（
そ
れ
に
準
じ
る
も
の
を
含
む
）
が
、
中
國

�代

の
地
理
總
志
―

�代
の
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
、
北
宋
期
の
『
太

 寰
宇

記
』『
元
豐
九
域
志
』『
輿
地
廣
記
』、
南
宋
期
の
『
輿
地
紀

!』『
方
輿

!覽
』
、
元
代
の
『
元
一
統
志
』
（
殘
缺
）『
大
元
混
一
方
輿

!覽
』
、
明

代
の
『
寰
宇

�志
』『
大
明
一
統
志
』、

�代
の
『
嘉
慶
重
修
一
統
志
』
―

の
な
か
に
、
ど
の
よ
う
に

"
#さ

れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
總
志

が
持
つ
特
色
と
關

�づ
け
な
が
ら

$體

%に
見
て
き
た
。

こ
の
結
果
、
ひ
と
ま
ず
こ
う
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

�代
・
北
宋
期
の

地
理
總
志
に
は
、
詩
句
の
引
用
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
『
太

 寰
宇
記
』
の
み
は
、
ま
れ
に
詩
句
を
引
く
場
合
も
あ
る
の
で

�意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た

&況
は
、
南
宋
期
、
民

'で

(纂
さ
れ
た
『
輿
地
紀

!』

や
『
方
輿

!覽
』
に
お
い
て
、
大
き
く
變
貌
し
た
。
こ
の
兩
書
は
、
い

わ
ば
詩
文
の
創
作
・
鑑
賞
の
た
め
の
地
理
知
識
に
重
點
を
置
い
た
、
新

傾
向
の
詳
細
な
地
理
事
典
で
あ
っ
た
。
「
詩
」
（
『
方
輿

!覽
』
で
は
「
題

詠
」
）
の
部
門
が
新
た
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
王
象
之
撰
『
輿
地

中
國

�代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

"
#と

そ
の
展
開
（
植
木
）
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紀
�』

は
、
現
存
す
る
地
理
總
志
の
中
、
最
大
の
規

�で
各
地
を
詠
み

こ
ん
だ
詩
を
意
欲

�に
集

�し
、
そ
れ
と
緊
密
な
一
體
感
の
も
と
に
想

�さ
れ
る
場

�、
い
わ
ゆ
る
詩
跡
を
多
く

�
�し

た
。
な
か
で
も
詩
跡

ご
と
に
多
數
の
詩
を
分

	・
集

�し
た


分
け
は
、
地
理
總
志
の
な
か

で
は
唯
一
の
試
み
で
あ
り
、
詩
跡

�究
の

�點
か
ら
特
に

目
に
値
す

る
。『
輿
地
紀

�』
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
態
を
持
つ
『
方
輿

�覽
』
は
、

『
輿
地
紀

�』
が
保
有
す
る
多
大
・
猥
雜
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
缺
け
て

い
る
も
の
の
、
か
え
っ
て

�
�な

詩
跡
の

�況
を
容
易
に
知
り
う
る
利

便
性
を
備
え
て
い
る
。

『
元
一
統
志
』
の
殘
缺
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
小
型
の
地
理
總
志
『
大

元
混
一
方
輿

�覽
』
は
、
詩
跡
考
察
の
う
え
で
は
參
照
價
値
に
乏
し
い
。

續
く
明
代
の
『
寰
宇

�志
』
と
『
大
明
一
統
志
』
は
、
『
方
輿

�覽
』

な
み
の
レ
ベ
ル
で
詩
跡
と
作
品
を
收

�し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
詞
章
の

學
に

�っ
た
最
後
の
地
理
總
志
と
し
て
、
充
分
參
照
す
べ
き
文
獻
で
あ

る
。
た
だ
こ
の
兩
書
は

�纂
年
代
が
續
き
、

�料
も

	似
し
て
い
る
た

め
、
南
方
の
地
域
の
場
合
、
一
方
を

�査
す
れ
ば
大
き
な
支
障
は
生
じ

な
い
で
あ
ろ
う
。

南
宋
期
の
『
輿
地
紀

�』
と
『
方
輿

�覽
』
は
、
基
本

�に
南
宋
の

領
域
の
み
を
對
象
と
し
た

�纂
物
で
あ
り
、
一
三
〇
〇
卷
の
規

�を
誇
っ

た
『
元
一
統
志
』
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
た
現
在
、
『
寰
宇

�志
』
と

『
大
明
一
統
志
』
の
兩
書
が
、
北
中
國
の
詩
跡
の

�
�を

�べ
る
う
え

で
、
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
地
理
總
志
と
な
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

淮
河
以
北
の
北
中
國
の
場
合
は
、
兩
書
の
丹
念
な

�査
が
必

�で
あ
り
、

『
寰
宇

�志
』
に
は
見
え
な
い
『
大
明
一
統
志
』
の
事
項
に
は
特
に



意
す
べ
き
で
あ
る
。

�代
の
『
嘉
慶
重
修
一
統
志
』
は
、
詩
句
自
體
の
引
用
は
乏
し
い
が
、

地
理
總
志
の
最
高
レ
ベ
ル
と
し
て
、
詩
跡
の
場

�の
確

�に
は
必
須
の

文
獻
で
あ
る
。

【

�釋
】

（
１
）

�山
定
雄
『

�宋
時
代
の
交

�と
地
誌
地
圖
の

�究
』
（
吉
川
弘
文

�、
一
九
六
九
年
再
版
）
に
收
め
る
「

�宋
時
代
の
總
誌

�び
地
方
誌
」

（
四
六
三
～
四
頁
）
に
い
う
、
―

地
理
總
志
の
な
か
に
詩
を
引
用
す

る
の
は
、
北
宋
初
期
の
樂
史
撰
『
太

�寰
宇
記
』
に
始
ま
る
と
い
う

（
『
四
庫

�書
總
目
提

�』
卷
六
八
、
地
理

	一
、
『
太

�寰
宇
記
』
の

條
）
が
、
『
太

�御
覽
』
卷
五
九
、
地
部
・
水
下
に
引
く
『
方
輿
記
』

の
な
か
に
土
地
ゆ
か
り
の
詩
を
引
用
し
て
お
り
、
そ
の

�
�は

五
代
・

南

�の
徐

 等
撰
『
方
輿
記
』
一
三
〇
卷
（
散

!）
で
あ
ろ
う
、
と

（
�
"）。

（
２
）
松
尾
幸
忠
「
中
國
に
お
け
る
『
詩
跡
』
形

#に
つ
い
て
の
試
論
―
日

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
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本
の
『
歌
枕
』
と
の
比
較
考
察
か
ら
―
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五

一
集
、
一
九
九
九
年
）
、
植
木
久
行
「
中
國
に
お
け
る
『
詩
跡
』
の
存

在
と
そ
の

�念
―

�年
の

�究
史
を
踏
ま
え
て
―
」（『
村
山
吉
廣

�授

古
稀
記
念
中
國
古
典
學
論
集
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年

�收
）
な

ど
參
照
。

（
３
）

�永
年
『

�史
史
料
學
』
（
上

	世
紀
出
版
集
團
・
上

	書
店
出
版


刊
、
二
〇
〇
二
年
）
九
三
頁
以
下
に
よ
れ
ば
、『
太

�寰
宇
記
』
は
、

や
や
後
の
雍
煕
年

�（
九
八
四
～
九
八
七
）
、
作

が
史

�詰
め
の
と

き
に
完

�し
た
。
こ
れ
は
私
撰
の
た
め
に
完

�が
遲
れ
た
の
だ
、
と
推

測
す
る
。

�書
は
遲
く
と
も
雍
煕
三
年
（
九
八
六
）
以

�と
見
な
す

�も
あ
る
。

（
４
）

�の
王
謨
輯
『

�
�地

理
書
鈔
』
（
中

�書
局
、
一
九
六
一
年
）

�

收
の
『
永
初
山
川
記
』
の
輯
本
に
は
、
賽

�を
「
賽
雨
」
に
作
る
。

（
５
）
『
ア
ジ
ア

�史

�究
入
門
』
第
三
卷
、
中
國
Ⅲ
（
同
朋
舍
出
版
、
一

九
八
三
年
）
に
收
め
る

�原
郁
「
Ⅱ

�史
地
理
學
」
（
４

地
志
を

め
ぐ
っ
て
）
參
照
。「
百
科

�書

�な
中
國
總
志
の

�型
は
『
寰
宇
記
』

に
お
か
れ
よ
う
」
と
も
い
う
。

（
６
）
松
尾
幸
忠
「
北
宋
時
期
の
書
物
に
見
ら
れ
る
詩
跡

�
�點

に
つ
い
て
」

（『
松
浦
友
久

�士

�悼
記
念
中
國
古
典
文
學
論
集
』

�文
出
版
、
二

〇
〇
六
年

�收
）。

（
７
）
『
四
庫

�書
總
目
提

�』
卷
六
八
、
地
理

�一
、
『
太

�寰
宇
記
』
の

條
に
は
、「
後
來
の
方
志
（
總
志
・
方
志
を
含
め
た
廣
義
の
用
法
）、
必

ず
人
物
・

 文
を
列
ぬ
る

は
、
其
の
體
皆
な
史
（
樂
史
）
に
始
ま

る
」
と
い
う
。

!山
定
雄
『

�宋
時
代
の
交

"と
地
誌
地
圖
の

�究
』

四
六
五
頁
に
は
、
「

#々
詩
を
引
用
し
」
、
「
詩
を
引
く
は
徐

$の
方
輿

記
の

�で

%べ
た

"り

&ろ
一
段
と
豐
富
に
し
た
も
の
と
云
う
べ
く
」

云
々
と
あ
る
。
確
か
に
卷
一
、
東
京
上
、
開
封
府
浚
儀
縣
、

'京
樓
の

條
に
、

�の

(度
使
令
狐
陶
（
令
狐
楚
の

)り
）
の
「
登
臨
詩
」
を
引

き
、
卷
八
九
、
潤
州
丹
徒
縣
、
甘
露
寺
・
金
山
寺
の
條
に
、

�の
盧

*・

張

+・

,樸
・
孫

-の
詩
が
引
か
れ
、
「
二
寺
は
江
山
の

.
/爲

り
。

復
た
名
人
の
篇
什
有
り
。
故
に
之
を
紀
す
」
な
ど
の
例
も
見
え
る
が
、

本
書

�體
に
わ
た
っ
て
、
詩
が
豐
富
に
引
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

『
四
庫

�書
總
目
提

�』
卷
六
八
、
地
理

�一
の

0入
部
の

�明
に
い

う
、「『
太

�寰
宇
記
』
は

1す
に
人
物
を
以
て
し
、
又
た
偶
ま

 文
に

2ぶ
。
是
に
於
い
て
州
縣
の
志
書
の
濫
觴
と
爲
る
」
と
。

（
８
）
同
書
の

�言
（
王
文
楚
・

魏
嵩
山
）
に
よ
れ
ば
、
『

元
豐
九

域
志
』

は
元
豐
三
年
に
完

�し
た
が
、
そ
の
後
も
修
訂
を
行
い
、

�載
の
政

3

（
行

政

3）
は

元
豐
八
年
の

制
で
あ
り
、
そ
の
刊
行
は

元

4元
年
（
一

〇
八
六
）
正

5以
後
と
い
う
。

（
９
）
『

新
定
九

域
志
』
一
〇
卷
は
、

政

3・
沿

革
・
地

里
・

6口
・

土
貢

等
の
項
目
は
、
基
本

�に
『
元
豐
九
域
志
』
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
新

た
に

1補
さ
れ
た
「
古
蹟
」
の
部
門
の
み
を

7出
し
た
、
王
文
楚
・
魏

嵩
山
點
校
『
元
豐
九
域
志
』
の
附

7（
中

�書
局
、
中
國
古
代
地
理
總

志
叢
刊
）
に
よ
る
。
『

新
定
九

域
志
』
は
『

新
定

元
豐
九

域
志
』
と
も

呼
ば
れ
る
。

（

10）
李

8先
「

�言
」
（
『
輿
地
紀

.』
四
川

大
學
出
版


、
宋

元
地
理
志

中
國

�代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

9
7と

そ
の
展
開
（
植
木
）
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叢
刊
、
二
〇
〇
五
年
）
一
二
五
頁
以
下
の
、「『

�覽
』

�纂
體
裁

�確

立
�
�是

受
當
時
方
志

�影

�」
參
照
。
ま
た
松
尾
幸
忠
「
南
宋
の
地

方
志
に
見
ら
れ
る
詩
跡

�
�點

に
つ
い
て
」
（
早
稻
田
大
學
『
中
國
文

學

	究
』
第
三
二
期
、
二
〇
〇
六
年
）
も
參
照
に
値
す
る
。

（

11）
『
輿
地
紀

�』
に
つ
い
て
は
、
鄒



�「

『
輿
地
紀

�』

�流
傳

�

其
價
値
」
（
『
輿
地
紀

�』
中

書
局
、
一
九
九
二
年

�收
。
『
古

�整

理
與

	究
』
第
七
期
、
一
九
九
二
年
に
も
收
め
る
）
や
、
李

�先
「

�

言
」（『
輿
地
紀

�』
四
川
大
學
出
版

�、
宋
元
地
理
志
叢
刊
、
二
〇
〇

五
年
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ

�容
は
、
す
で
に
李

�先
『
《
輿
地
紀

�》

	究
』
［
巴
蜀
書

�、
一
九
九
八
年
］
の
な
か
に
見
え
る
）
參
照
。
鄒



�の

�に
よ
れ
ば
、
『
輿
地
紀

�』
の
初
刻
は
、
紹
定
初
年
（
紹
定

元
年
は
一
二
二
八
年
、
寶
慶
三
年
の

�年
）
で
あ
り
、
そ
の
六
二
〇
余

年
後
、

�の

�光
二
九
年
（
一
八
四
九
）
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
再
刊

さ
れ
た
（
岑
氏
懼
盈
齋
本
）
。
い
い
か
え
れ
ば
、
宋
代
か
ら

�代
に
か

け
て
『
輿
地
紀

�』
は
あ
ま
り
流
布
せ
ず
、

�初
一
度
失
わ
れ
、
四
庫

�書
に
も
未
收
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

�似
の

�容
を
備
え
た

�略
本

『
方
輿

�覽
』
が
廣
く
流
布
し
て
い
た
た
め
に
、『
輿
地
紀

�』
は
必
備

の
書
物
に
な
ら
ず
、
し
だ
い
に
流
傳
を
斷
っ
た
ら
し
い
。
ち
な
み
に
、

李

�
�「

『
輿
地
紀

�』

�
�書

年
代
」
（
『
古

�整
理
與

	究
』
第
七

期
、
一
九
九
二
年

�收
）
に
い
う
、「『
紀

�』
一
書
自
序
作
於
嘉
定
十

四
年
（
一
二
二
一
）
。
其

�
�
�史

沿
革
、
以
理
宗
寶
慶
三
年
（
一
二

二
七
）
爲
斷
、
如
需
指
明

�體

 
!、

似
可
斷
在
七

 。
其
最
後

�書
、

則
不
早
於
寶
慶
三
年
末
」
と
。

（

12）
譚
優
學
「

�言
―
論
『
方
輿

�覽
』

�流
傳
與

"價
問
題
」
（
『
宋
本

方
輿

�覽
』
上

#古

�出
版

�、
一
九
九
一
年
。
こ
れ
は
早
く
も
『
中

文
史
論
叢
』
一
九
八
四
年
第
四
輯
の
中
に
、
副
題
の
名
で
發
表
さ
れ

た
論
文
）
に
、
「
『
元
和
志
』
『
寰
宇
記
』
只
是
偶
或
引
用

�人
詩
文
片

言
隻
語
。『
紀

�』
除
專
闢
詩
（
題
詠
）・
四
六
兩
門
外
、
又

$
%羅

了

大
量
與
一
地
風
俗
・
形
勢
・
景
物
・
人
物
有
關

�詩
・
賦
・
記

�文
字
、

分
繋
於
各
門
各
條
之
下
」
と
あ
り
、
鄒



�「

『
輿
地
紀

�』

�流
傳

�其
價
値
」（『
輿
地
紀

�』
中

書
局
、
一
九
九
二
年

�收
）
に
も
ほ

ぼ
同
じ
く
、
「
『
元
和
志
』
『
寰
宇
記
』
只
是
偶
而
引
用

�人
詩
文

�片

言
隻
語
。
『
紀

�』
除
了
新

&詩
・
四
六
二
門
專
輯

'
�人

詩
文
外
、

又

%集
了
大
量
與
一
地
風
俗
形

�・
景
物
・
古
跡
・
人
物
有
關

�詩
・

賦
・
記

�文
字
、
分
繋
於
各
門
各
條
之
下
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、

(原
郁
「
Ⅱ

�史
地
理
學
」（

�
)）

に
い
う
、「

*
+自

身
お

よ
び
兄
弟
た
ち
の
各
地
で
の
見
聞
と
地
理

�文
獻
の
蒐
集
を
も
と
に
、

風
俗
、
形

�、
山
川
の
景
物
や
人
物
な
ど
を
こ
と
こ
ま
か
に
列
記
し
、

,記
や
詩
に
も
多
く
の
部
分
を
さ
く
。
つ
ま
り
こ
れ
は
詩
文
作
製
の
た

め
の
詳
細
な
地
理

�事
典
で
あ
り
、
人
物
な
ど
も
、
傳
記

�關
心
よ
り

も
、
そ
の
地
域
を
詠
む
詩
文
に
彼
ら
を
點
綴
す
る
目

�で
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
傾
向
が

-い
」
と
。

（

13）
王

象
之
の
自
序
に
い
う
、
「

至

.收
拾
山
川
之

/
、

以
借

助
於

筆

端
、
取
之
無
禁
、
用
之
不
竭
、
使
騷
人
才
子
於
一
寓
目
之
頃
、
而
山
川

倶
效
奇
於
左
右
、
則
未
見
其
書
。
此
『
紀

�』
之

�、

�以
不
得
不
作

也
」
と
。
た
だ
意
味

�容
を
正
確
に
取
り
が
た
い
箇

�が
あ
る
の
で
、

中
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詩
文
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叢
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李

�の
序
に
引
く
王
象
之
の
言

�、
「
我
書
收
拾
天
下
郡
縣
山
川
之

�

�、
使
人
於
一
寓
目
之
頃
、
而
山
川
倶

�效
奇
於
左
右
、
以
助
其
筆
端
、

取
之
無
禁
、
用
之
不
竭
」
を
參
照
し
て
理
解
し
た
。

（

14）
林
宜
陵
『
采
石

�下
聞
謫
仙
―
宋
代
詩
人
郭
功
甫
』
（
秀
威

�訊
科

技
股

	有
限
公
司
、
二
〇
〇
六
年
）
參
照
。

（

15）
李


先
「

�言
」
（
『
輿
地
紀

�』
四
川
大
學
出
版

、
宋
元
地
理
志

叢
刊
、
二
〇
〇
五
年
）
に
い
う
、「『
紀

�』

�書
於
寶
慶
三
年
九

�、

書
中

�載
之
事

�
�於

紹
定
・
嘉
煕
年

�、
而
『

�覽
』
於
嘉
煕
三
年

寫

�刊
印
、

�從

�書
時

�先
後
來
看
、
兩
書
相

�甚

�」
と
。

（

16）
呂
午
の
序
に
い
う
、
「
學
士
大
夫
端
坐
窓
几
而
欲

�知
天
下
、
操
弄

翰

�而
欲
得
助
江
山
、
當
覽
此
書
、
毋
庸
他

�」
と
。
毋
庸
は
、
…
す

る
に

�ば
な
い
意
。

（

17）
譚
優
學
「

�言
―
論
『
方
輿

�覽
』

�流
傳
與

�價
問
題
」
（
『
宋
本

方
輿

�覽
』
上

�古

�出
版

、
一
九
九
一
年
）
に
は
、『
方
輿

�覽
』

が
廣
く
流
布
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
こ
う
い
う
、
「
因
爲
宋
人
在
撰
寫

表

�文
時
、
例
須
用
四
六
儷
語
、
爲
樓
閣
亭
堂
作
記
敍
文

�風
氣
、
也

�極
一
時
。
元
明
時
代
、
四
六
之
風
雖
漸
衰
歇
、
記
敍
文
仍
流
行
勿
替
。

�以
這
部
書
正
投
合
了
這
一
段
時
期

�文
人

�客

�需

�」
と
。
李




先
「

�言
」（

�
�）

一
三
九
頁
に
い
う
、「
四
六
之
作
不
僅
爲
文
字
大

家

�樂
用
、
而
且
與
宋
代
科

 以

�官
場
用
文

!
"密

接
相
關
、
『

#

$以
此
取
士
、
名
爲

%學
宏
詞
、
而

�外
兩
制
用
之
、
四
六
之

&、
咸

曰
大
矣
。
下
至

'來
箋
記

�
(、

皆
有
定
式
。
故
謂
之
應
用
、
四
方
一

律
』」
と
。
應
用
と
は
、
四
六
駢
儷
文
を
指
す
。

（

18）
施
和
金
點
校
『
方
輿

�覽
』
は
、
上

�圖
書

)
�
*の

咸
淳
三
年
、

+堅
・
劉
震
孫
刻
本
を
底
本
と
す
る
。

（

19）
『
方
輿

�覽
』
に
つ
い
て
は
、
譚
優
學
「

�言
―
論
『
方
輿

�覽
』

�流
傳
與

�價
問
題
」（

�
�）、

施
和
金
「

�言
」（『
方
輿

�覽
』
中

�書
局
、
中
國
古
代
地
理
總
志
叢
刊
、
二
〇
〇
三
年
）
參
照
。

（

20）

,山
定

雄
『

-宋
時
代
の

交

.と
地

誌
地
圖
の

/究
』
四

七
五
頁
に

い
う
、
「
こ
の
兩
書
は
撰

0が
多
年

各
地
を

�行
し

1書
を

2獵
し
た

も
の
丈
に
治
政
の
參
考
に
供
す
る
こ
と
は
極
め
て
略
で
、
地
方
文

3に

詳
し
く
、
宦

4之
士
が
名

�
5蹟

を
探
る
に

6に
好

7の
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
…

�代
の
こ
と
を
詳
記
し
、
詩
文
を
豐
富
に

�載
す

る
と
共
に
そ
の
出
典
を
示
す
一
方
、
傳

8
�記

載
は
稀
で
時
に
考
證
を

も
附
す
る
は

9ぶ
べ
き
特
色
で
あ
る
」
と
。

『
四
庫

:書
總
目
提

�』
卷
六
八
、
地
理

;一
、『
方
輿

�覽
』
の
條

に
い
う
、
「

惟
だ
名

�古
跡
に
於
い
て
の

み
、

臚
列
す
る

�多
し
。
而

し
て
詩
賦
序
記
は
、
載
す
る

�獨
り
備
は
る
。
蓋
し
登
臨
題
詠
の
爲
に

し
て
設
け
、
考
證
の
爲
に
し
て
設
け
ず
。
名
は
地
記
爲
る
も
、
實
は
則

ち

;書
な
り
。
…
文
章
に

<有
り
。

=
>
?
�（

�麗
な
表
現
）
は
、

恆
に
引
用
す
る

�。
故
に
宋
元
よ
り
以
來
、
操
觚
家
（
文
字
を
書
く
人
、

文
學

0）
は
、
其
の
書
を

廢
せ

ず
」
と
。
た

だ
四

庫

)臣
が
、
『
輿
地

紀

�』
を
見
て
い
な
い
こ
と
に
は

@意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
臨

題
詠
の
た
め
に
設
け
た
の
は
、
む
し
ろ
王
象
之
『
輿
地
紀

�』
の
ほ
う

で
あ

り
、
『
方
輿

�覽
』

も
も

ち
ろ

ん
役

立
つ
が
、

A纂
目

�は

Bに

四
六
表

�文
を
作

�す
る
用

Cに
應

え
る
た

め
で

あ
っ
た
。
（
譚
優
學

中
國

D代
の
地
理
總
志
に
見
る
詩
跡
の

E
Fと

そ
の
展
開
（
植
木
）
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「

�言
―
論
『
方
輿

�覽
』

�流
傳
與

�價
問
題
」
參
照
）

い
わ
ば

文
學

�必

�を
滿
た
す
作
詩
文
用
の
地
誌
で
、
日
本
で
も
室
町
時
代

�

ん
に
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

�初
の

	

禹

『
讀
史
方
輿
紀

�』
凡
例
に
、「『

�覽
』
以
下
（
の

地
理
書
）
は
、
皆
な
詞
章
の
學
（
詞
章
之
學
）
に

�る
」
と
あ
る
。
詞

章
の
學
（
詞
章
之
學
）
に

�る
と
は
、
名

�古
跡
や
人
物
を
中
心
と
し

た
、
詩
文
の
創
作
・
鑑
賞
の
た
め
の
地
理
知
識
を
重

�し
て
、
國
計
や

民
政
に
關
わ
る
地
域
の
實
態
を
捉
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
い
う
。

後

の
『
大
明
一
統
志
』
も
、
そ
う
し
た
「
詞
章
の
學
」
を
代
表
す
る

地
誌
で
あ
っ
た
。
大
澤
顯

�「「
詞
章
之
學
」
か
ら
「
輿
地
之
學
」
へ
―

地
理
書
に
み
え
る
明
末
」（『
史
林
』
第
七
六
卷
第
一
號
、
一
九
九
三
年
）

參
照
。
ち
な
み
に
「
輿
地
之
學
」
と
は
、
經
世

�用
を
重

�す
る
地
理

書
を
指
す
。

（

21）
本
書
の
解

�は
、
郭
聲
波
整
理
『
大
元
混
一
方
輿

�覽
』
（
四
川
大

學
出
版

�、
宋
元
地
理
志
叢
刊
、
二
〇
〇
三
年
）
に
收
め
る
「
整
理

�

辯
言
」
に
よ
る
。『
大
元
混
一
方
輿

�覽
』
は
『

�
�混

一
方
輿

�覽
』

と
も
記
さ
れ
る
。
な
お
『
方
輿

�覽
』
の

�穆
・

�洙
父
子
と
『
大
元

混
一
方
輿

�覽
』
の
劉
應
李
の
兩
家
は
、
同
じ
建

�府
建
陽
縣
（

�建

省
）
出
身
で
、
代
々
つ
き
あ
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た

�有
諒
も
建

�路
建
安
縣
の
人
で
、
劉
應
李
の
學
生
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

（

22）
譚
優
學
「

�言
―
論
『
方
輿

�覽
』

�流
傳
與

�價
問
題
」
參
照
。

（

23）
山
根
幸
夫
「
大
明
一
統
志
に
つ
い
て
」
（
『
和
刻
本

大
明
一
統
志
』

汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
、
上
卷

�收
）
參
照
。
そ
れ
に
は
、
「
多
少

の

�同
點
を

�げ
れ
ば
、
公
廨
が
公

�に
、
宮
殿
・
樓
閣
・
堂
亭
・
池

�・
臺

�を

�せ
て
宮
室
に
、
橋
梁
を
關
梁
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
、

�驛
・
關
隘
・
井
泉
・

 謫
・
科
甲
・
題
詠
の
各
項
を
刪
去
し
、
流
寓
・

列
女
・
仙
釋
の
三
項
を

!加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
項
目
の

出
入
は
そ
れ

"大
き
な

#い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

（

24）
渡
部
武
「
中
國
明
代
の

$行
家
徐
霞
客
の

$と
飮

%」
（

&崎
宣
武

'『

%の
文

(フ
ォ
ー
ラ
ム

20

$と

%』
ド
メ
ス
出
版
、
二
〇
〇
二

年

�收
）
參
照
。

（

25）
『
四
庫

)書
』

�收
の
『
大

�一
統
志
』
五
〇
〇
卷
（
四
二
四
卷
、

子
卷
を
加
え
る
と
五
〇
〇
卷
）
は
、
第
二

*版
（
乾

+二
九
年
敕
撰
本
）

で
あ
る
。

（

26）

,書
に
見
え
る

-文
の
ほ
か
に
、

�の
岑
建
功

'『
輿
地
紀

�補
闕
』

一
〇
卷
、
李
裕
民
『
輿
地
紀

�輯
佚
』
を
加
え
て

'纂
さ
れ
た
。
ち
な

み
に
、
こ
の
大
量
の

-文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
信
憑
性
を
否
定
す
る

�

も
あ
る
（
譚
優
學
「

�言
―
論
『
方
輿

�覽
』

�流
傳
與

�價
問
題
」

な
ど
）。

［
本
稿
は
、
科
學

.究
費
補
助
金
（
基
盤

.究
（
Ｂ
））「
詩
跡
（
歌
枕
）

.究
に
よ
る
中
國
文
學
史
論
再

/
0―

詩
跡
の

1念
・
機
能
・
形

2に

關
す
る

.究
―
」
（

.究
課
題
番
號

一
七
三
二
〇
〇
五
、

.究
代
表

�植
木
久
行
）
の

.究

2果
の
一
部
で
あ
る
］
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